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H(フ ェ ドレ ソ コ)
川 上 久 壽
フ ェ ドレ ン コ(H.T.ΦeπopeHKo)は バ ズ ネ ー エ ワ(n.,]Z[.Ho3A-
HeeBa)に 劣 らず た く さん の 魯 迅 論 を 発 表 し て い る。 そ れ らの うち 「ソヴ エ ト
同 盟 に お け る魯 迅 関 係 文 献 」(「 人 交 研 究 」 第14輯所 牧)に の せ た も のsほ か
単 行 本 と な っ て い る もの に は,次 の よ う な もの が あ る。
BenHKmbKHTa茸cKH茸nHcaTenbJIyCHHI),M.,H3A-Bo〈3HaHHe》
1953.
(偉大 な申 国 作 家 魯 迅,モ ス ク ワ.,「ズ ナ ー ニ エ」 出 版,1953)
KHTa茸cKaHJIHTepaTypa.1>i.,rocnHTH3AaT,1956.
(申国 文 学,モ ス ク ワ.,国 立 出 版 所,1956)
1〈HTa藍cKHe3anvacva,M.,H3A-Bo<CoBeTcKH勇nHcaTeJlb>,1955.
(中国 潴 記,モ ス ク ワ.,「 ソ ヴ エ ー ト作 家.出 版,1955)
JlyCHHb(BIくH.;JIyCHHb,Co6paHHecoqHHeHH員,T.1.M.,
rocnnTH3AaT,1954)
(魯迅,ロ シ ヤ語 訳 魯 迅 選 集 第1巻,モ ス ク ワ,国 立 出 版 所,1954)
これ らの うち,わ た く し の読 ん で い る の は 「申 国 文 学 」 だ け で あ る。 そ れ
に こ の ほ か の もの と し て は,「 中 国 作 家 短 篇集 」(PacKa3HKvaTaVacKHx
nHcaTeπe恥 の は じ め に あ る解 説 申 の 魯 迅 論,も う一 つ は 中 国 語 訳 の 「魯 迅 」
(費徳 倫 科Feidelunke)1953年「泥 土 社 」 出 版 に.かぎ ら れ て い る 。 これ 以
外 の もの は手 入 困 難 あ る い は書 店 に 注 文 申 の もの で 読 ん で い な い 。 そ れ で 全 面
的 に フ ェ ドレ ン コの 魯 迅 論 を み る こ と は で きない が,「 申 国 文 学 」 の な か の 魯
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迅 の章は,フ ェドレ ンコの魯迅論 を集約的に あ らわ してい るの ではないか と思
われ る。 とい うのは,r中 国游記」はすでに極東書店 の 「書報」に 一部の訳が
でたよ うな もので あるし,露 訳選集の ものは,わ た くし所蔵 の第2,3,4巻 を
見て も短い ものであろ う。 ところが,「 申国文学」 の魯迅 の章は53頁をつか っ
てい る。わた くしの知 るか ぎ り,最 もながい もので あ り,前 記 の 「中国作家短
篇集」の解説でふれてい る魯迅 論 も,こ のなかに含 まれ るか らで ある。 これは
まだ申国で も翻訳がでてい ない,は じめ,わ た くしは この要約 を 紹介す るつ も
りで あったが,フ ェドレンコの魯迅論 をぜんたい としみ るために は不足 を感 じ
全訳 をのせ ることに した。 したが って,本 稿はがん らい 「小樽商大人丈研究 」
にのせ るべ きものではないか もしれ ない。学究 的 な先生 か ら人文研究で な くて
　 　 　 　 　 　 　 　
人文紹介であるとおしか りをうけそうである。こうい う学究的先生は中国に も
　 コ の 　 　 　 　
い たし,日 本に もい る。 しか しヘタな(?)論 文 よ りは翻訳や 紹介の方がずっ
と学界に寄与す ること もあ りうるだ ろ う。す こし長 いが,全 訳 をのせ るゆえん
で ある。
フ ェ ドレ ンコに か ぎ らず ソ連人 の 魯迅論には 一つの 空白が ある,そ れ は
「野草1に ついて ほ とん ど沈黙 してい ることで ある。 フェ ドレンコの ば あいで
も,「 野草」について数言 をつい やして はい るが,「 哨賊」 「彷得」 でのよ う
な具体的分析 はない。最 近でた ソローキ ン(B.Φ.COPOKHH)の 「魯迅世界
観 の形成」(ΦopMHpoBaHHeMHpoBo33peHH"JlyCHHfl)にも 「野草」論
は ない。 あのニ ヒ リズ ムの傾向のつ よい散交詩 は ソ連 人に とって とっつ きに く
い 代物 なのか もしれ ない。それか ら,フ ェドレンコの 魯迅論に は,毛 沢東,崔
秋 白,凋 雪峯,丁 玲,曹 靖華,郭 沫若 などか らの引用がお ＼い。 と くに,凋 雪
峯 か ら引い た言葉 は圧倒的で ある。 ところが,申 国では反右派闘争 によ りこれ
らの人 び との うち焉雪峯 と丁玲が槍玉に あげ られ,批 難攻撃が集 中 し,そ の魯
迅論 さえ もいぜ んの光彩 を失つ た観 をていしてい る。 しか し,こ れはま ちがい
の よ うな気がす る。凋雪峯は崔秋白い らい中国の 魯迅研究家 としては大 家で あ
る。わた くしは,げ んぎいた くさん 出てい る中国の魯迅論者 よ りも鵜雪峯 を高
くみてい る。 したがつて,わ た くしか ら見れば,フ ェドレンコの 魯迅論が,漏
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雪峯,丁 玲 をお 、く引用 してい る ことは,け つ して そのね うちを下 げる もので
はない と信 じてい る。
さい ごに フ ェ ドレ ンコの経歴について,わ た くしは くわ し く知 らないが,
現駐 日ソ連大使で あ り,モ ス クワ大学卒 業,大 学では簡約華露辞典(KpaTKH員
KHTathcK(》-PYccKmbneKcHKoH)の編者 コロコー ロフ教授(KonoKonoB)
に学び,学 位論文 は 「楚辞 の研究」,大 戦 中 なが く重慶に滞在 してい たそ うで
ある。 これ は,先 般,茅 総長の招待で東大 を訪れた同大使 と面談 された東大 の
橋本萬 太郎氏の御教示による もので ある。
(1959.5.14)
魯 迅 フ ・ ド レ ン コ
1.魯 迅 の生 涯 と創 作 の道
2.現 代 中国文学 および その リア リズ ムの方法 の もとい を さだめた魯迅
3.革 命的 文学者 ・政論 家 としての魯 迅
4.魯 迅 とソヴ エ ト文学
5.魯 迅 の言語 と芸術 的方 法
魯迅は中国における丈化革命の舵手であった。彼 は偉大な作家で あったば
か りでなく偉大な思想家であ り,偉大な革命家であった。魯迅の骨は堅 く,彼
には奴隷根性や屈従のかげがない。 これこそ殖民地,半 殖民地国家の人びとに
とって最 も貴い性質である。魯迅は人民の大多数 を代表 し,文 化の戦線で敵の
陣地を強襲したところの最 も申し分なく,最 も勇敢で,最 も決然 とした,最 も
ゼの
忠 実で,最 も燃 えるよ うな従来 まれにみ る民族の英雄 で あった。
魯迅は新申国文学の創始者である。文学の新 らしい道の探求は,魯 迅によ
って何よ りもまず彼の基本的テーゼー一・文学は人生の利益,人 民の利益,祖 国
に仕えねばならない によっておこされた。 こ～に,中 国の新文学の成生 と
発展にそれほど卓絶した役割を演 じた魯迅の リアリズムの源泉がある。 魯迅の
(1)毛 沢 東,新 民 主主義論,毛 沢東選集 第3巻,モ ス クワ,ユ953年,256頁
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あ らゆる創作活動は中国人民に対する信頼によって 浸透 されてお り,た 覇一つ・
の愛国的任務に従属している。
r魯迅は,と 中国の著名な文芸学者凋雪峯は書いている一 一申国に紅
ける人民民主々義革命の陣地に立つた偉大な啓裳家であ り,20世紀の リアリズ
ムの偉大 な巨匠の一人であ り,偉大な愛国者,国 際主義者であった。彼のあ ら
ゆる思想的および文学創作の発展の道は中国における人民革命の 発展と きりは.
ロ ラ
なす ことがで きない。』
魯迅は人民との直接のむすびつ きが文学にとって決定的意味を もつ こと葱
知つていた申国の作家の うちの最初の人だった。魯迅の創作と活動の根底によ.
こたわっている生活の真実は進歩的申国文学の標語になった。 評論(雑 文)は
偉大 な作家の最 も強力な武器であった。魯迅が大胆で摘発的な雑文で述べたな
かには彼の生々とした関心と注意をひかなかっだような中国の新 らしい歴史に.
おける事件は何一つなかったとい うことがで きる。
魯迅の作品には一つの思想が赤い糸 となつてとおつている。 それは私有制 、
の封建社会および資本主義社会は人間を生み出し踏みにじ り,そ のなかで よ り
よい志向や感情を弱めてい るとい うことである。 この人間を憎 しむ社会では支,
配階級はに くむべ きものだ。
魯迅は歴史的遺産に関する問題を新式に提出した最初の 申国人の うちの一
人であった。卓絶した文学の研究家,理 論家および批評家の魯迅は,幾 世紀に
臨
わたる祖国の歴史と文化をよく研究し,そ のす ぐれた進歩的な伝統を保存し発、
展 させた。彼は中国の階級的散文および詩の巨匠たちの作品の真の鑑識家であ.
り評価者であった。その研究 と論文r「 申国小説史略」 「漢文学史綱」
で魯迅は過去の中国文学に深刻で正確 な評価をあたえた。
魯迅の遺産は偉大であ り,多面的である。それは,小 説,社会評論,批 評,、
く　ノ
研究,翻 訳(1903年か ら1936年まで)を 含む20巻よ りなってい る。
(1)漏 雪峯,魯 迅 一 中 国 の偉 大 な 革 命 作 家,「 人 民 中 国 」,No.18-19,
北 京,1953,44頁.
(2)魯 迅 全 集20巻,「 復 社 」1938,
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小説集,散 文詩,社 会評論 一一,「ロ内剛,「 彷 径 し,「野草」,「南腔北調集」
「熱風1,「准風月談」,「三間集 」その他で作者は文学的な賞讃 をは くし,申 国
だ けで な くはるか国境を こえて一般にみ とられ るにいたった。魯迅の文学作品,
若干 の社会評論は ソヴエ トの読者に よく知 られてい る。 魯迅は熱烈 な愛国者,
申国人民 の社会的良心 の表現者 としてわれわれの前に立 ち現れてい る。
1.魯 迅 の生涯お よび創作 の道
魯迅は1881年に漸江省紹興県 の町で周家に生れtc。彼 の父 は 教養 ある人で
母 は素朴 な田舎 の家庭出身の婦人だ った。作者のほん と うの姓 名は 周樹人で あ
る。魯迅 はペ ンネームで,母 の姓 魯がその もとに なってい る。 魯迅 とい うペ ン
ネームを使い始めたのは彼 が中国文学に登場 した第一番 目の小説 「狂人 日記」
の公表 された1918年か らで ある。
検 閲の監視 と警 察の追害で彼 はお ㌧くのいろい ろなペ ンネームで 隠れ る こ
とを余儀 な くされた。彼 は しば しばペンネームを変えたが その数 は数十に もな
つた。e
魯迅の幼い ころ,彼 の家 は30畝か ら40畝(約2ヘ クタール)の 土地 を もっ
ていた,魯 迅のみ とめると ころで は これは惨 めで ない生活 をす るには 充分だ っ
た。 しか し家庭生活の保障 は長 くはつs'かなかった。13才をす ぎた と き,家 庭
には不幸 がお こった。 それは,家 の支柱 となっていた祖父が 逮捕 された ことだ
った。 あ らゆ る財産が役人 と看守への賄賂 になった。 それか ら魯迅 の父 が病気
になった。後 に魯迅は この時期について書 いてい る。
『四年以上 も,わ た くしはほ とん ど毎 日,質 屋 と薬屋へ 通 わねば な らなか
った。い くつだ ったか年令は覚 えていない。薬屋で は陳列台に 頭がや っととsr
くだ けで,質 屋で は勘定台がわtcくしの背 丈の2倍 もあつて とs"かなか っ7c。
冷笑 と侮蔑の うちに,わ た くしは着物や頸飾 りと引換 えに金を受 けと り,そ れ
か ら病気の父 のために薬 を買いにい った。家では そのほか の 仕事 をしなければ
な らなかった。
わた くしの父 のか ＼った医者は名の ある人だった。 彼 の薬の主 な調剤 はと
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て も変つていたので,そ れ を手 に入れ るのは大変 むずか しか った。 つま り,冬
の盧の根,三 年霜 のか ＼った甘蕪,め すおす対 の蜷埣,実 のついた平地木 ……
な どで あったが,父 の病気 はます ます重 くなって死 んで しまった。
い きな り困 窮に陥 ちこまねばな らなかった者 への世間の 人々の ほん と うの
ロ 　
姿 を,わ た くしは この と きはじめて知 つた 。』
窮乏困窮は,子 供 に家郷を見捨 て ㌧或 る親戚 の 家に移 り庄ませ る ことに な
った。 しか しこ ～で も彼 には恵まれた生活を見出す ことがで きなか った。
『……わた くしは親戚の と ころへ行 つて住む よ うに勧 め られた 一 一と魯迅
は書いてい る 一そこで,わ た くしは乞食 といわれ,家 へ戻 る決心 をした……
家は次第に貧乏に な り,わ た くしに教育 をあた えて くれ る 方法 もな くなるまで
になった。田舎で は零 落 した知識人 の子弟にはふつ う二つの道が あった。それ
は個人の秘書又は商人 の番頭に なることで あった。 しか しわた くしが欲 しなか
ったので,母 は道申 の用意 に と,な にが しか の金 を集 めて くれ,官 費の学校 を
ゆ
見つけ るよ うに といって くれた。
真心 と並 々な らぬ あた ㌧か さにみちた小説 「孔乙己 」で魯迅は 痛 まし くそ
して佗しい子供 の時代を語つてい る。
r12年のあいだ,わ た くしは 「威享」 とい う看板 の酒屋で 小僧 をした。い
まだにわナこくしは覚 えてい る,店 の主 人がわた くしに言つた ことを。
rお前 はなん とい うウス ノロだ,長 上衣 を着た上等 な常連 には尻込みして
喜 こば そ うと もしないなんて さ。仕切 の外 よ りも勘定台 の外にい た方がお前 は
ず っとま しだ。
短い上衣 を着 た常連 を扱 うのは気軽だ ったが,彼 らがむやみ と砥で もない
お喋 りをす るのにはいつ もウンザ リとさせ られ た。 欺 され ない よ うに用心 して
彼 らは樽か ら錫 の徳 利に酒が一 ぱいにな るのを じかに 自分て見 よ うとし,ま た
徳 利に水 が入つていないか どうか予めし らべ よ うとした りしアこ。 彼 らは徳 利が
熱 湯の申に入 るの をじっと見守 り,そ れで はじめて安心 した。 こ うい うしつ こ
(1)魯 迅全集,モ スクワ,1954,第1巻,55頁.
(2)同 上50頁.
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い監視 の もとでは,酒 に水 をわ ることはとて もむずかしか った。幾 日かす ると
主人 はわた くしがぼん や り者だか らそ ういった仕事はで きない と思つアこ。幸 い
に もわた くしには主 人の近親の者の推薦が あったので,店 か ら出 され る こと も
な く,酒 を暖 める仕事にまわ された。
それか らとい うもの,わ た くしは一 日中 スタン ドのか げにいて,こ の退屈
でつ ま らない 仕事 をす る ことになった。 大失敗は や らか さなかったが,単 調 と
退屈でたま らなかった。主人 はいつ もお っかない顔付をしていたし,お 客 さん
も滅 多に上気嫌ではなかった。』
魯迅 は官吏の栄進の道 や商人の道 を榔 つための力 を 見出す ことがで きた。
彼 は何世紀に もわたって申国人民の 自覚 に 毒をあたえるた め 「王宮まで上 る」
とい う優 ない夢 を うえつけて きた 「最大 の煙幕 」で 自分 をつ ～む ことをゆ るさ
くの
なか った。
魯迅は学習への深い意 向を経験 した。 これについて彼 は 何回 とな く自分 の
著作 や自伝に書 いt。 「わた くしがNへ 行 つてK学 堂 にはいろ うと決心 したの
も,異 る道 を行 き,異 る土地 へ逃れて,別 種の人々 と交 りたい と考 えたか らだ
ったよ うだ。母は,し よ うことなしに,八 円の旅費 を工面 して くれて,わ た く
しの好 きなよ うにせ よと言つた。だ が母は泣い た。一これは人情 として あた りま
えで あっナこ。なぜ な ら,そ の ころは経書 を学 んで官吏 の試験 を受 け るのが,正
当な コースで あ り,洋 学 を勉強す るのは,世 間の眼か らす ると,行 き場所 のな
くなった人間が魂 を毛唐 に売 り渡した もの と見 られていて,そ れだ けよけいに
はずか しめ られ,い やしめ られ るか らで あ り,ま た,母 は,自 分の息子 に会 え
な くな るか らで あった。だが わた くしは,そ んな ことに構つてい られず,と う
と うNへ 行つてK学 堂に入学 した。 この学校でわた くしはは じめて,世 には物
理 や,数 学 や,地 理 や,歴 史や,図 画や,体 操 などの学料 があ ることを知つ た。
生理学 は習わなか ったが,わ た くしたちは木版本の 「全 体新論 」や 「化学衛生
論 」な どを目にす る ことがで きた。わた く.しはいまで も覚 えてい る,以 前 の医
者 の理窟や処方 を。いま知 つ た ことと くらべてみて,次 第にわた くしは,漢 法
(1)盟 秋白,魯迅雑感選集,吉 林,1948年,ユ71頁,
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医は結局意識的 あるい は無意識的な騙 りに過 ぎない,と い うことを さとるよ う
になった。 そして同時に,騙 られ た病人 と,.その家族にたい して深い同情 を抱=
ロ ノ
くようになった。
18才のと き魯迅は南京の航海の学校に入学した,し かし半年で退学して路
鉱学堂に転じた。 こ、で青年は興味 と熱心を もって 自然科学や技術方面の知識
を吸牧している。 ま もな く魯迅は優れた学生のなかに入つて勉学をつ ゴけるた
めに日本へ派遣 された。しかし,魯 迅は日本で工学の方面での改革を 断念し医
学の研究をはじめた。
魯迅は医学専門学校に2年 在学しics'けだった。
「わた くしの夢は一 と魯迅は生涯の この時期について書いている'と
て も美しい ものだった。卒業して国に帰つた ら,わ た くしの父のように誤 られ
ている病人の苦しみを救つてやろ う。 戦争のと きは軍医を志願しよう。そして
くの
かたわ ら,国民の維新への信仰を促進 させよう……』
この時期の魯迅に,人 民大衆への積極的影響の方法 として文学をとい う考
えが発生した。
魯迅は,ひ ろい大衆のなかに民族的自覚の思想 をひろめることので きるよ
うな文学の発展が申国には必要であるとい う結論に達す る。 この結論は次のよ
うな出来事が もとになった。
あると き,魯迅は戦争のニュース幻燈 を見た,そ のなかで申国人が大勢の
人々にと りか こまれていた。人々の うちにはた くさん彼の同国人がいた。 その
申国人は日本人にスパイの嫌疑をかけられ,他 の申国人たちの見せしめに首を
きられ るところだった。
死刑のと き,そのばにいあわせた中国人が同じ中国人の運命に何の同情 も
あらわ さず,申 国人に加え られた残酷な処罰に冷淡であったことが,彼 を感 じ
させた。 この情景は病気で死ぬ ことが申国人に とって最大の 不倖ではないとい
う考えに魯迅をみちびいた。 後れた暗黒の人民には何よ りもさきに民族意識を
(1)魯 迅 選 集,モ ス ク ワ,954,第1巻,55-56頁.
(2)魯 迅 全 集,第1巻 「柄 賊 」序
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た かめ ることが必要であ る。 文学は申国人民 の覚醒 と発展 の助 けにな ることを
魯迅は知つ た。 こうして彼 は交 学活動 に一生 を さ ㌧げ ることに した。
この事件の後,医 学 は もはやそれ ほ ど大 きな事業では ない とい うこと,つ
ま り,人々が無智 な らば,健 康で あ り体格は屈強で あろ うと も,彼 らは無 自覚に
死刑の対 象 となるか見物人たちの 見世物 に しかなれ ない と感 じたか らだ った。
第一に必要 な ことは人民の精神的武装で あった。 しか も彼 に とって よい方 法は
文 学 なので あ る。魯迅は医学専門学校 をやめて,文 学運動に入 ることに した。
この・一般 的 な無関心 とい う環境の うちに,魯 迅 は意見 を同じ くす る何人か
を探し出 し,必 要 な人々 を自分の まわ りに集 め ることに成功 した,そ れ らの 人
々 と一 し よに彼 は 「新生」 とい う名 の雑誌 を発 行す ることに した。
rしか し雑誌 の発行期 日が近づいた と き,・一 と魯迅は書 いてい る 何
人かの協力者がい な くなった,そ れ と共にわれわれの資本 も消 えて しまった。
しまいには一文な しの素寒貧がぜ んぶで三人の こった。 第1号 の発行はお くれ
た。失敗について,わ れわれには何 もい うことはなかった。 間 もな く三人 もな
げ だ して しまい運命 にか りたて られ,自 由に未来につい て夢み ることもで きな
くなった。 これがわれわれ の失敗 し生れ出で ること さえしなか った 「新生」 の
ロ タ
終 末だった。』
この よ うな哀 愁がわた くしを包 んだ ことはい まだか って なかった。 わた く
しにはそれが どこか ら きた ものか,す ぐには納得 がゆか なかった。 しか し後 に
なってすべ てがわかった。思想が賛成 され ㌧ば,そ の支 持者 はますます もって
前進 し,反 対 者に あえば戦いへ と勇み たつ ものだ。 もし人 びとへの呼びかけが
反応 もな く,抗 議 もな く,賛 成 もない としたな ら,あ たか も涯 しれぬ荒 野に身
をおいたよ うに,ど うしてい 、かわか らないのだ 。 これ は何 と悲 しい ことで あ
ろ う。そ こでわた くしは,自 分 の感 じた ものを寂箕 と名づ けた。 この寂箕 は一
日一 日成長 してい って,大 きな毒蛇のよ うに,わ た くしの魂 にまつわ りついて
くが
離 れ なかった。』
魯迅はすで に1903年に文 学へ の第一歩 をふみだ してい る。 彼 は 「漸江潮」
(1)魯 迅全集,第1巻 「晒減 」 自序
(2)同 上
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の ために 論文 を書 いてお り,ユ ー リ・ベルンの 「月界旅行」 等を 翻訳 してい
る。それにつs"く年 代に彼 は著 名な漢字の歴 史Q専 門家 章太炎 の指 導で 精力的
に申 国の文字学 を研究 し,翻 訳 や編集に 従事した。 ま もな く魯迅 の 翻訳 には
「域 外小説集」2集 があ らわれ る。 これは ロシヤ作家の作品集 で ある。
『わた くしは希望した一 と魯迅は,わ た くしは ど うして小説 を書 くよ う
に なったか」 とい う文 章で強調 してい る… 一文学作品 の力で社会に影響 を及 ぼ
したい…… 自分で書 か うとはせず,外 国文学 とくに被圧迫 人民の作品 の翻訳 と
紹介 にあ らゆ る注意 をは らった …… わた くしは戦いへ とよびか ける作品を求 め
く　ノ
た。 この試み はわた くしを東欧 の文学へみ ちびいた。』
魯迅の世 界観 と創作方 法は何 よ りもまず その生活の影響の もとに骨格が固
ま り発展 した。それ らは作者 をか こんでい る生活が変 るとと もに変つた。 それ
とと もに,魯 迅がその作品 申で申 国の現実 の典型的現象 を真実 に描 くことに成
功 したのは,彼 が時代の進歩的,革 命 的立場にたったおかげで ある。
被圧迫人民の解放のための戦 いを呼びかけよ うとす る文学的試み は 魯迅 を
プ ーシキン,レ ール モン トフ,ゴ ーゴ リ,ミ ツケヴ ィチ,ペ テフ ィ等の作品へ
近 づけた。
1909年か ら1911年に魯迅 は杭洲 と紹興 で教 育活動に従事 し,清 朝が倒れ革
命 政府が南京 にで きあがっての ち,教 育部(文 部省)に 勤め,「 謝承後漢書j
を編纂し,「 稽康集」を校合 し,作 者の故郷 の歴史か ら集 めた 「会稽郡故書雑
集 」を出版 し,仏 典 を も出版,金 石拓本の蒐集,研 究 をす る。
魯迅の文学活動 は辛 亥革命 よ りもまえに始 つた,そ れは中国のブルヂ.ア
ジーに よって指導 され た革命運動 のたかま りの時期 で あった。 は じめの うち,
魯迅は革命 を歓迎 した,そ れ は革命に よって清朝 とそれ にむすびつい た秩序 を
倒 すばか りで な く,ま た社会生 活 の民主 化を も期待 したか らだ った。
ヴ ェ・イ ・レーニンは辛 亥革命 とむす びつ けて書いた。 『中国の自由は農
民 の民主主義 と自由主義 ブル ヂ.ア ジーの同盟 によって戦い はじめ られ た。 プ
ロレタ リアー トの党に指導 されずに農民が 自由主義者 たちに抗 して 民主的地位
(1)魯 迅,第5巻,le6--107頁.
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を確立す ることが出来たろうか。 自由主義者たちは右翼に投降す るため都合の
ロ 　
よい瞬間を待 ち うけてい るのだ。近い将来が これを示 すだろ う。』
辛亥革命 は魯迅 の期待にそわ なかった,こ うして彼 には幻滅 がよびお こさ
れた。 これは ブルジ.ア民主主義革命 だった。 この革命は帝国主 義勢力の圧力,
自由主義 ブルヂ 。アジーの妥協,プ ロレタ リアー トの農民指導 をかいたため,
その前に立 つてい る民主 的任務 を解決 しなか った,こ うして清朝 をたお しただ
けに と ∫まつた。,
rわた くしは 一 一と魯迅は追想 してい る一 辛 亥革命 と第2革 命 一一一哀世
凱が皇 帝を僑称す るのを,張 勲の復辟 を見 た。 これ らを見てわた くしは懐疑的
に な り,幻 滅 と落胆がわた くしをと らえた。」
革命は申国入民が幾 世紀にわたって望 んで きた自由を もた らさず,そ の悲
惨 な運命 を軽 くす ることもしなか っナこし,外 国の圧迫か ら解放 す ることもしな
か った。
『革命 家たちが 一之 魯迅 は未荘の農民の口を借 りて語つてい る 町 を
占領 は したけれ ど も何 も重大 な変化 は起 らなか った,県 の知事 は もとのまま居
坐 り,た ゴ官名が変つた ∫け…… 部隊 を指揮す る ものは もとの軍 人だ った。』
魯迅の追想 と小説 は次 のよ うな主 要 テーマについて語つてい る。 それは19
11年の辛亥革命後1918年までの作者の注意の中心 となった 申国の運 命の問題,
中国革命 の道の問題,申 国人民 のほん と うの解放 の問題 で ある。1918年に,偉
大 な10月社 会主義革命の直接影響の もとに,中 国に新 らしい革命のたかま りが
はっ き りあ らわれ た時に,作 者の思想及 び文学作品には,魯 迅 の革命 闘争の新
らしい段階のは じま りを特徴づ け る著 しい変化が あ らわれ る。
崔秋臼は魯迅 の創 作 と世界観 を分析 して1933年に こ う書 いてい る。
(2)
「魯迅は進化論か ら階級闘争の理論へ の道 をあゆんだ。 紳士階級の異端者
か らプ ロレタ リアー トと働 ら く人民 の真の 友人お よび 戦士に なった。4分 の1
世紀め た ～かいの後に …… 彼は貴重 な革 命的伝統 を新 らしい陣営に もちこんだ
(1)レ ーニン全集,第18巻,372頁
(2)ふ るい封建社会の中国の 「貴族的な」階層
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ロラ
それは作者の苦しい試煉と深刻塗観察の結果生れた ものである。」
魯迅の創作の道はマルクス ・レーニン主義思想への漸進的接近を しめして
いる。早期の魯迅は,漸 進的進歩の方法で社会は暗黒か ら光明へ 向わねばなら
ないし,古い ものを うちこわし光ある健康な世界をつ くれるものと信 じていた。
魯迅はブルヂ.ア 文明の腐朽 と偽善を見た。 しかし,彼 はその社会的根源
と原因をはっ きりと示す ことを充分にしていない。 資本主義が歴史的に破滅の
運命にあることもよ くわか らなかつたし,社 会生活の根本的改造の必須 なこと
と不可避なことについての革命的な結論に達することがで きなかった。 こ＼に
解放のためにた ㌧か う人民の革命闘争における労働者階級の歴史的役割をまだ
理解していなかった当時の魯迅の見解の狭 さと世界観の限界が 語 られている。
「その当時の中国の一般的後進性か ら出発して と漏雪峯は書いている
一 一魯迅は人民の思想啓蒙 ,人 民の精神解放のしごとか らはじめねばならない
と考えた。つま り 「個性の解放」 「民族性」 の改造か らはじめねばならない と
考 えたのである。個々の人間が 「つよい個性」を もってい る人民だけが,革 命
くの
闘争をお こし革命 を勝利にみちび くことがで きる,こ う彼 は考 えた。』
国 内にお ける反動的支配 とい う条件では 「個性の解放」のた ㌧かいは,現
実 の 自由を もた らす ことはで きなかったで あろ う。 しか し,魯 迅は,申 国人民
は何 よ りもさ きに 「精神的に」解放 されねば な らない,し たが って,人 民の啓
蒙 は革命家の最 も重要 な任務の一つだ とみ なしたので ある。
後 年,社 会発展の法則を研究 し,歴 史唯物論 を知 つたために,魯 迅には ど
ん な階級が反動 とと もに滅 び さ り,ど のよ うな階級に勝利が属す るかが明 らか
になった。
それ以前,魯 迅 はふ るい社会の腐敗 をみ て,「 新 らしい」 社会の くること
を夢想 した,しか し,こ の 「新 らしい もの」が ど うい うもので あるか知 らなか っ
た し,そ れが よい もので あるか ど うか もわか らなか った。 「10月革命の後 はじ
(1)輩 秋白,魯迅雑感選集序文
(2)凋 雪峯,魯迅一 中国の偉大な革命作家 「人民申国」18一ユ9号,北京,
1953年,47頁
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ω'
めて,新 らしい社会 をつ くる ものがプ ロレタ リアー トで ある ことを知つ た…』
こ うして,魯 迅は,満 洲人の圧迫か ら漢人の解放をた ㌧かい とろ うとした
革命 的民主主義者 か ら,『 将来 は擾頭 しつ ～あるプロレタ リアー トの もので あ
くの
る』とい うことばに深 く確信 されているように,断 乎として社会主義の擁護者
への道をあゆんだのだっずこ。 魯迅の創作は20世紀のはじめ以来の申国社会に発
往 した社会的変化を反映している。
魯迅が生 きていたのは19世紀のおわ りと20世紀の30年代だっtc,その とき
中 国は半封建,半 殖民地国家で あり,国 家の利益は帝国主義の掠奪者たちによ
って乱暴無残に もふみにじられていた。 これは国内での人民の大動乱 と革命的
事件の時代であ り,のちの全人民の運命に大 きな影響をあたえた。 申国は世界
の帝国主義の連合勢力と,申 世的な野蛮 と圧迫を もつ国内の封建的,軍 事的反
動 に抗して きびしいが それぞれ異つたた ～かい を同時に行わねばならなかっ
た。魯迅の創作生活のはじめは,殖 民地および従属国の解放革命の 到来した時
期,こ れ らの国々のプロレタ リアー トのめざめた時,革 命における彼 らの指導
釣 役割の時代にあたっていた。
魯迅にとつて1919年の 「5・4」までは個人主義擁護の見解が特徴であっ
た。 うたがい もな く,この時代の魯迅の世界観は具体的な歴史的副由に よって
条件づけ られていた。
当時の中国では,労 働者階級がまだ弱 くて 政治的力を自覚せず,農 村では
農民大衆が自然発生的な闘争しかで きなかった。 魯迅はr保 守的傾向の町人 と
追随的な大衆の大部分は奴隷制度の保護者であり,事 実上,改 革 と前進運動 を
くの
、は 皮んでい る』 ことを見た。
魯迅はその頃まだ社会発展の法則に関する科学的知識で 武装されていなか
った,そ して社会の発展をとめる封建文化の枷に抗 して 決然 としてた ～か うこ
.との必要性が暗示 されているだけの個人的経験をよ りどころとしていたことが
(1)魯 迅,第5巻,25頁
(2)同 上,第4巻,ユ98頁
(3)同 上,第5巻,25頁
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しば しばで あった。 したがって,魯 迅 は個性教育,個 性解放 をよびかけ,利 己
的個人主義 とのた ㌧かいをよびかけた。 ・
ほん とうの意味で,魯 迅の文学戦線 での活 躍は1919年の 「5・4」運動 の
前夜に はじまっtc。1918年,革命的民主的傾向の 「新青年」誌上に,大 成功 を
お さめた魯迅 のは じめての短 篇 「狂人 日記 」がのせ られ た。
「5・4」運動の時期 に,魯 迅 は革命的民主主義者 としてあ らわれ,そ の文
学 作品 と政論的作品 で 敵にたい して容赦 ない徹底 した戦士で あることをしめ し
た。 それ以後,魯 迅は民主主義 と革命文学に確信を もち反動勢力 とのた ㌧かい
におけ る非妥協性 をつ よめ,彼 の活動 をますます 徹底的 な ものに した。魯迅 は
「全体 としての社会の構造 」を見 る ことがで きた し,プ ロレタ リァー トの解放
の役割の あ らゆ る重要性 をし り,また 新 らしい革命の陣営に来 ることがで きた。
『わ た くしは こう考 える一 一と魯迅 は書いてい る一 問題 の根本は人 自身
にあ る…… もし彼 がほん と うの革命 家な らば,何 について書 こ うと,ど んな形
式 で書 こうと,そ の創作 は革命的で あるだ ろ う。 泉 か ら流れで るの は水 で あ り
く　ノ
静腿か ら流れで るの は血である。』
1923年に魯迅は 「哨賊」 「彷裡 」とい う名の短 篇集…を出版 した。 この なか
には1918年か ら1922年の間に書かれた 「狂人 日記1,1阿Q正 伝」,「孔乙己」,
「薬 」,i故郷」,1小さな出来 ごと」,1端午節」 その他の広 く有 名に なっに作品
が牧 め られている。 中国の文学生活上大 きな事件 となった1哨 岐」が 世にあ ら
われ た ことは,申 国の新 らしい リア リズ ム文学の もといを さだ めた人 として=魯
迅の確信 をつ よめた。 「哨賊」で魯迅 は人間を奴隷 とし,「陰気 な忌わ しい事」
無知偏見にみ ちた封建的 世界の きび しい暴露者 として あ らわれている。 それ と
と もに この短 篇集 には,ふ るい中国の圧迫 されてい る人 び とや働 らく農民の苦
しい運命にたいす る魯迅の深い同情が,大 きな芸術的力を もって反映 されてい
る。
「進化論か ら階級闘争の理論へ,個 人の解放のた ㌧かいか ら世界 を改造す
(⊥)迅 魯,第3巻,525頁
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ロ 　
る戦 闘的 集体主義へ」の魯迅の道 は個人のた 、か いの 経験 をとお して あ らわれ
た。 これは倦 む ことをし らない内的矛盾 の創作の道であ り,深 い思索の道で あ
り,あ らゆ る もの に うち勝 つ マル クス 。レーニ ン主 義思 想の 摂取の 道で あっ
た。魯迅 は この道 を1924-1927年の革命 を とお して歩み,そ の後 につs'く年 は
すべ て革命闘争で あった。 尖鋭 な階級闘争が魯迅の 肚界観の形成 を促が し,彼
が あた らしい美学 をつ くるたす けに なった。
1926年,南方での中国革命のtcかま りの時期 に,魯 迅 は反動権力の迫害に
よって北京か ら南へ ゆ き,そ こで第二 の短 篇集 「彷働 を出版 した,こ れには
1924-1925年に書 かれた短 篇がお さめ られてい る。 「哨域」でのよ うに,「 初
裡」 で も魯迅は中国の現実 を真実に描写す る ことをつS一け,魯 迅は憎 むべ き封
建主義 と反動勢力 の社会悪 と果敢にに 》か う暴露者 として あ らわれた。 魯迅 の
これ らの短篇をひ らくと,読 者の前には中国社会の さま ざまな代表者 たちの 肖
像 画の画廊が くりひろげ られ る。.
「祝福」の女主 人公一 祥 林媛 一一一一は実 直で忍従的な勤労者である,中 国
農村 の何 白万 とい り女 とお な じよ うに,彼 女 た ちは出々の一粒 の米 のためにた
え まない 苫しいた ㌧かいを してい る。 祥林捜 を主人 は年 を とって役に立 た ない
よ うに思い,彼 女が家庭の奴隷 として一生働 らいた魯家か ら追 いだ して しま う。
彼女 は餓 え と乞 食の苦 しい運命をにな うことに なる。1居 酒屋にて」 の主 人公
呂緯 甫とい う人物 には,きびしい塩実,ふ るい 世界の忌わ しい ことど もが彼 を受
身,無 関心 に させ,自 分 の力に 自信 を っしなわせ,生 宿への力 と関心 を りしな
って しまった人間が しめされてい る。1辛 福 な家庭」t「石鹸」,「孤独者」で,
魯迅は社会的階層 や性格 によるいろいろな人び とのはっ きりとした 忘れがたい
肖像 を創造 してい る,だ が彼 らは一つの運命,欄 れで不倖せで従属的な運命 を
もっている。魯迅はす ぐれた手腕 と説得性 を もって,封 建申国の病的社会の イ
ケニ エになってい る人び との悲 劇的運命 をあばいてい る。 しか し,無 知 とたち
お くれ を生みだ し,人 間生活 をか たわにす る封建社会 を暴 露 した と き,魯 迅 は
(1)盟 秋 白,魯 近雑 感選 集序 言 「東北 品店」1946年,309頁
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と くに早 期の作品で,人 民の健康 な力をは っ きりと反映す るに は不充分だ った
し,農 村の革命 的力を過少評価 してい る。 これ らに よって あ きらかに しなけれ
ば な らない ことは,早 期 の魯迅の小説 では積極的な力 や積極的主人公が きわ め
て弱 く示 されてい るとい うことで ある。
この時期に魯迅は,進 化論 の立場 に とズま りなが ら,「 個性の解放」の思
想 を信 じつ 団けてい る。魯迅の考 えによると,ふ るい ものが新 らしい ものに代
り,社 会の進歩 をみ ちびかねば な らない,た とえ新 らしい ものについてはつ き
りした ことはまだ書いてはいなか ったに して も。 『魯迅は一 凋雪峯は書 いて
い る一 一 「個性 の解放」 の思想がまだの こってい るに して も,マ ル クス ・レー
ニン主義者に近 か った。 自分 の作品の なかで,彼 は人民 を圧 迫してい る社会 の
暗黒勢力 を暴露 し うち くだいた,そ して ブル ヂ ・ア右翼 と断乎 としでた ～かっ
た 。 「民族性」の弱点の原因 を分析 して魯迅はつぎの結論 にたっした,つ ま り
ぐの
その根源は中国の封建社会 と封建 イデオ ロギ イにある。』
魯迅は その頃 まだマル クス ・レーニ ン主義の立場,プ ロレタ リア革命 の立
場 にた ってはい なかったけれ ど も,す で に封建主義 とそれに よつて生みだ され
た反動的 なイデ オロギ イにたいす る和解しがたい戦士 として あ らわれた。 魯迅
の このた ㌧かいは全体 として新民主主義革命の任務 と 目的に こたえた もので あ
り,申 国人民 の社会 的,民 族的解放 の事業に こたえた もので あった。
1924-一一1927年の革命 の時期 に,魯 迅 は まず第一 に進歩 的教授 と学生た ちを
みつ けだ した。 反動 がブ ラ ック リス トにのせて魯迅 をと くに監視 したに もか 、
わ らず,魯 迅 はたしかな場所 にか くれて勇敢にた ＼かいつ ズけた。 後 に彼 は厘
門にお もむ き,さ らに当時の革 命の申心地 の一つ広東に移 つた。 こ 、で魯迅 は
申 山大学文学部 の学部長に任命 され,中 国文学史を講義 した。 これが魯迅 の緊
張 した組織 的教育活動 の と きだ った。 彼 は創作力 と革命の勝利 の確信 にみ ちて
い た。1921年の 「故郷」で魯迅がいっt予 言が実現 しは じめた。
r希望はすでにあ る ものだ と もいえ ないが,またない と もいえない。それ は
(1)凋 雪峯,魯迅一 中国の偉大な革命作家 「人民中国」第18-19号,北京,
1953年,49頁
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地面の よ うな もので本 来道 はない。 しか し歩 く人が 多 くなると道 にな るのだ。」
1927年に魯迅の あた らしい文集 「野 草」が出版 され た。 これ は有名 な進歩
的雑誌 「語綜 」に以前 発表 された散文詩が あつめ られた もので ある。 「野草」
は著 者が 「これは多 く刹那的 な印象にす ぎない』 とつ ㌧まし く述べてい るけれ
ど も,「 彷1皇」 とお なじ く中国文学の創作 の うえで重要 なで きごとで ある。 高
い文学 的価値 を もち,ひ ろ く社 会的に知 られてい る 「野草 」で,'魯迅は敏感で
炬眼 な芸術 家の観察,人 民 の現在 と将来 の思想 や思考 を読者 と分 ちあい,火 の
よ うに はげしい言葉で無知 と沈滞,偽 善 と卑怯 をあば きだ し,深 い透徹 さを も
つて人 間の高 め られた志 向,人 間の精神的高潔 さ,人 間の思想 と希望 の世界に
ついて もの語つてい る。
ブルヂ.ア ジーの裏切 りに よ り革命が一時的に敗北 し,国 内的に も,世 界
的舞台において も階級 的力の対比 関係が革命 に とって不利 なと きに,蒋 介石が
まった く反革命的叛逆 をしたと き,魯 迅は進歩的学生 たちにたいする抑圧への
抗議 として広東大学の職 を辞 して上海へ もどった。 そこで彼 は死ぬ まで,困 難
では あったが,崇 高 なた ＼かいをつ 団けたので ある。
許寿裳教授は魯迅について書 いてい る。 『彼 は夜 を日についで働 らいた。
がつねに,彼 を攻撃す る誰 か ズいた,そ して彼 はそれか らのがれねば な らなか
った。政府 と人民,友 人 と社会が何かの助 けをした ことはほ とん どなかった。
彼 の運命にふ りか 、ったすべて の もの,そ れは,圧 迫,非 難,強 要 とたえまな
い逮捕 の威 嚇だ った。彼 は きよ らかな水 を もった水槽 ともい うべ きだ った。多
くの ものが この水槽 か ら水 を くんだ,し か しそれに水 をは こんで くる泉 はなか
った。 こ うして水槽 はか らっぽになった。 原稿料だ けが魯迅 の生 きてゆ くのを
さ 、えた。 この金 で彼 は家族 を養い,惜 み な く友人 をたすけ,本 を出版 した。
彼 の著作 を出版 して儲 けている出版所 か ら稿料や 印税 を うけ とるのはたやすい
ことではなかった。彼 は休み な く働 かねば な らなかっだ。 こうした彼 には健康
く　ウ
や療養のための時間 もなければ方法 もなかった。」
(1)許 寿裳,亡 友魯 迅 印象記,魯 迅選 集,モ ス ク ワ国立 出版 所,1945年,
194-198頁
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上海時代 の魯迅の活動 は,文 学創作の あた らしい力 と,社 会生活への積極
的 参加に よって特徴 づけ られてい る。ま さに上海時代に,魯 迅 は申国共産党 と
緊密に むす びつ き,コ ミュニス トによって指 導 された いろいろな 政治的 政策
に活動的 に参加す ることを うけいれてい る。 これ らの年代に,魯 迅はけんめい
に マル クス ・レーニン主義理論 の研究に したがい,翻 訳 やマル クス ・レ ーニ ン
.主 義にしたがった宣伝活動 をつ 団けている。 上海で魯迅は文芸雑誌 「奔流」 を
つ く り,1930年3月左翼作家連盟の組織者 の一人 として参加 し,1936年それが
解散す るまで指 導者で あった。 上海時代 にはか 団やかしい政論(雑 文)が 書 か
れ た。 これ らはまぎれ もな く革命的非妥協性 と目的性に よってつ らぬかれてい
る。戦闘的 な政論,こ れには次 のよ うな文集が ある。「而 已集」(1930年),「三
間集」(1932年),「偽自由書 」(1933年),「南腔北調集 」(1934年),「准風
月談」 など。 これ らの雑文集で,魯 迅 は燃え るよ うな愛国者 として あ らわれて
い る。彼に とって,申 国 の働 らく人 々の利益 は周囲の生 活の事件や ことが らを
評価 す る最 高の原則であ り,標 準で あ り,反 動勢力,民 族 を裏切 る国民党 の政
策,封 建思想や帝 国主義侵 略,「 病的社 会」 の醜い ことが らや悪にたいす る き
びしい暴 露者で あっ た。 、
魯迅は輝か しい政論家であった。 彼 の手 には恐 るべ き武器 としての政論 が
あった。申国の政治生活の あ らゆ る重要 な事件 を,魯 迅は 自分の 解説的 な政論
の ことばで反映 させ た。彼 の評論 はおそれ られた。 魯迅の ことばに は何 百万 の
人 びとが耳 を傾 けた。
ユ936年に出版 されt魯 迅の 「故 事新 編 」は上海時代の もので あ る。 これ は
八 篇か らな り,そ の多 くは1934-1935年に書 かれ,申 国のむか し話か らいろい
ろ なテーマをとった もので ある。 これ らの短 篇の基礎 には,中 国人民にひろ く
流布 されてい る史実,伝 説,神 話が素材 として と りいれ られてい る。 しか し,
魯迅 は これ らの素材 を文学的に処理 した 唱 ナでは ない,リ ア リス ト作家 として
の魯迅 はそれ らを現 実の象徴 的表現 のために,文 学的にす ぐれた巨匠の手腕 を
もって 利用 し,古 代申国 を現代 の光 りに あて ～独創的に解釈 し・た。 これ らの短
篇で魯 迅は鋭い社会的志向性 を もった作品 をつ くるために,誠 喩の方法 を用い
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誠刺的 ジ ャンルのた ぐい ない巨匠 として あ らわれてい る。
魯迅 は1936年10月19日に死 んだ。反動勢力 と暗黒に追われ なが ら,彼 は帝
国主義 の侵 略に反対 し,軍 国主義 と裏切 りもの ＼国民党 の政治に反抗 してた ～
かった。魯迅の生涯 は,い かに 自国の人民につかえ るかについての 輝 かしい模
範で ある。
,月刊文学雑誌 「作家」 は1936年に編集者の論文で次の よ うに魯迅 を特徴づ
けている。
『魯迅は最 も偉大 な進歩的作家で あるばか りで な く,民 族 の自由と解放の
た めに断乎 として た 、かった最 も勇敢 な戦士で ある。 彼 の一つ一 つの ことばや
文章は,ア ッピールで あ り,暴 露で あ り,急 襲 で ある。 すべて魯迅 の創作は血
ダ　　
と涙でみた されたた ～かいの歴史 とい うことがで きる。』
魯迅の大 きな文学遺産には,革 命にたいす る全面的確信 のない よ うなペー
ジはない。
2.現 代 中国文学 お よびそ の リア リズ ムの
方法 のも といをさだめた魯迅
魯迅はその作品で申国の半殖民地,'半封建的機構の驚 くべ き不正に反抗 し
ている。中国では貧窮が圧倒的大多数の宿命であ り,わ ずか一かたま りに,物
質的,精 神的生活の恩沢を うける権利が無制限に属 していた。
『わたくしの創作の材料に一一と魯迅はその雑文 「わた くしはどうして小
説 を書 くようになったか1で 書いている一 主 として病的社会の不倖な人びと
の運命か ら借 りた,そ れを研究しそれを治療するよう注意 をむけることを目的
とした……わたくしは小説の力で社会に影響をあたえたかった。』 魯迅の功績
は,彼 が,文 学を生活,人 民に近づけ,文 学を進歩の力強い武器として,現 在
の ことが らに奉仕させた ことにある。偉大なすべての芸術家のように,彼 も自
分の任務がた ～かいとそれなしには将来 もないような現在の獲得にあることを
よく知つていた ことである。
(1)「 作家」魯迅記念特集号,第2巻,第2冊,1頁
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生活その ものは革命の現実を反映する リア リズム文学をもとめている,そ
して中国の作家や詩人たちがそれを創 りはじめた,そ の先頭には創作および社
会的活動のはじめか ら魯迅がいた。
魯迅は熱烈に生活に学ぶ ことをよびかけた。 彼は芸術家の誠意と現実の深
刻 な反映に,人 民の精神的生活をうちひらくことに,創 作の基礎を見た。魯迅
の リアリズムは反動勢力の支配と皐政にたいする自覚した 政治闘争と緊密にむ
すびついていた。
「万里の長城」によって人民の生活とた 、かいか ら隔て られていた文学に,、
魯迅は新 らしい,い ま 、でに知 られなかった考 えと形象の世界をひ きいれた。
魯迅がその生涯の長年月を研究にさ㌧げた 申国文学の素晴 らしい知識は,
魯迅に文学言語の偉大な中国の巨匠たちのす ぐれた創作によって 示 されている
幾 世紀にもわたる豊富な文学作品の優秀な リアリズムの伝統を研究することを
可能にした。魯迅の功績は,古 典的および批判的 リアリズ ムの伝統の先駆者た
ちによってつ くられたものをひ らき受けついだだけでな く,そ れ らを自分の創
作の うちに発展 させ,愛 国主義と革命思想でつ らぬかれた戦闘的 リア リズムの
方法をその文学創作の過程の うちにつ くることがで きたことにある。
魯迅の小説 と文学批評的創作のあ きらかな社会的色彩,搾 取する 「上層の
もの」への深い憎しみと奴隷化 された 「下層の もの」 の運命にたいす る真心か
らの共感と同情 とは,魯 迅の人民の生活 との深いむすびつ き,原 則的に現実の幽
活動へ の彼 の新 らしい関係 を証 明してい る。 これは魯迅 を他のすべての中 国に
おけ る先駆者 と根本的に区別す る もので ある。
魯 迅は ロシヤの文学 作品,ロ シヤの批判的 リア リズ ムの最 も傑 出 した代表
者 たちを誰 よ りもよ く知つていた。 これ は彼 の創作に反映 されないわけに はゆ
か ない。
rわた くしは外国作家の作品一一 と魯迅 は書 いてい る一一 とくに,ロ シヤ,
ポ ー ラン ド,小 バル カ ン諸国の作品 を読 んだ。 それに よってわた くしは世界に
はわが国の勤労大衆 のよ うな運命を もった多 くの人び とがい ること,大 声 をあ
げた ㌧か ってい る作 家たちのい る ことを知 つた。 そ うい う光景 をわた くしはか
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れ われの村で 見た,い ま それ は,前 よ りもず っとはっ きりわた くしの意識 にあ・
らわれ た…… こうして,わ た くしは小説 の形式で,社 会の上層 といわれている
くわ
もの 、衰亡と社会の下層の ものの不幸な状態を示そうとしはじめた。』
魯迅の創作で,基 本的功績となるものは,申 国社会の最 も否定的側面の リ
ア リスチ。クな描出である。 「卑 しめられ凌かしめ られた もの」 の形象を描 く
ことによつて,魯迅は読者に申国と中国人民の運命をまじめに考えさせた。彼は
申国の国家機構の体制 その ものが社会的不平等の根源で あることを確信 させ
る。社会悪の最 も鋭い批判である リアリズム,こ れが魯迅の創作の うちで最 も
貴い性質である。彼は発展過程の経験を観察した現実のうちに,人 間,社 会関;
係,時 代,世 態,環 境を見たしまた=理解い こ。
魯迅の絶大な功績は,彼 が筆をもって地主勢力と国民党独裁 とた ～かった
ばか りでなく,この牢獄めいた制度の打倒を人民に 呼びかけたことにある。魯
迅はつねに解放をた 、かいとる中国人民の前線に立つてお り,こ のた ～かいに
最 も直接かつ積極的に参加することをしっていた。 後年の戦闘的 リア リズムは
彼の小説 および政論的活動で,主 要かつ積極的な力となった。 彼の創作の リア
リスチックな原則は彼を弁証法的唯物論の立場につよめて,このす ぐれた文学者
戦士 をプロレタリヤ革命の陣営にみちびいたし,後 には魯迅のたゆみない運動
をたすけた。魯迅は文学者の鋭い眼でまわりを見た,そ して到 るところで彼と
衝突せねばな らなかった俗悪,残 酷および社会的不正を容赦なく暴露した。
す
1918年4月発表 された 「狂人 日記 」で,魯 迅は封建社会 の人 を喰 う風習 と孔教
道徳の反動的本質 を暴露 した。
『わ た くしは歴史 の本をひ もといナこ一 一この小説 には書いて ある一 一それ
には 日付 がない,こ ～にはどの頁に もまが りくねつて,こ う書いて ある,「 仁
義,道 徳 」。眠ろ うと努 めたが空 し く,夜 半 まで注意 ぶか く読 んでみ た。が と
ゆ ク
うとう,ど の本の行の間に も人 を喰 うし とい う言葉だけが埋まつていた。」
この短篇で魯迅は当時の申国を支配していた封建秩序に人殺しの特徴をあ
(1)魯 迅,第7巻,818-819頁
(2)魯 迅全集,第1巻,281頁
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たえた。
「今 日は じめてわかった,4千 年にわたって人が人 を 喰 つて きた ところに,
おれ も長 年生 きて きた ことが ……
ロ ラ
子供 を救 え……』
魯迅 の このは じめての小説 には,彼 の以後のすべての創作に とってだ けで
な く他 の進歩 的作 家た ちの創作に とって も特徴 となる 特異性 が見 うけ られ る。
これ は何 よ りもまず,現 代社会機構,人 を喰 う秩序,強 力で残 酷 な支配,新 ら
しい健 康 な関係 の発展 を束縛 し,そ の時代 とその硬化 した伝統 の命数がつ きよ
うとしてい る階級のほん とのすがたを あ らわにしてい るすべての ものへの 批判
的関係で ある。
一 方で は,魯 迅 のみ とめてい るよ うに,ゴ ーゴ リの 「狂人 日記 」 の影響 の
ビの
もとに,他方では作者の縁者のうちの精神病者の印象か ら書かれた 「狂人 日記」
によって,申 国文学の歴史に新 らしい頁 をひらいた。 幾世紀ものあいだはじめ
て作者はお高 くとま らず,平 等に人民の代表 として,非 常な感動をもって,社
会的抗議の巨大な力をもって,人 民と話しはじめた。 彼は思想や感情を,人 民
に遠 く理解で きない昔か らの きま り文句で表現せず,生 き生 きとし高 くひ 団く
ほんとうの人民の言葉で表現した。 古ぼけた孔教の ドグマの雰囲気が幾世紀も
支配して きた申国の文学に爽やかな革新の風が吹 きはじめた。
『この小説は一 乏 凋雪峯が指摘している一 一話言葉で書かれアこ,そ して
じ
封建的中国の後れた側面ふるい習慣や見方を手酷 くあば き非難した。 内容か ら
も形式か らも,この小説は中国文学ではまった く新 らしい現象である・ これは
くの
思想 と文化 の革命 を呼 びか ける新 らしい申国文学の最初 の作品で あった。』
「狂人 日記」は二つ の中国の存在 を明確 に証言 してい る。 つま り,昔 なが
らの奴役 を課 された人民 の中国,も う一つは,あ らゆ る新 らしい進歩的な もの
彼 らの特権 を脅かす あ らゆ る ものにたい して 狂暴 なた ㌧かいを行つてい る地主
(1)魯 迅全集,第1巻,291頁
(2)周 遽寿,魯迅の故家,上 海
(3)漏 雪峯,魯 迅一 中国の偉大な革命作家 「人民中国」第18--19号,北京,
1653年,48頁
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貴族 とその手先たちの中国である。 申国の反動家や極端な反動主義者たちは,
魯迅を敵と見なし,彼 の側に人民がいることを見て,彼 にたいして狂暴なた 、
かいをいどんだ。
魯迅は親しい友阜素園あての手紙に書いている。 「中国では人間であるこ
とがむずかしい……それに もか 、わ らず,生 きているかぎ りわた くしは文学を
ま もるために全力をつ くそうと思います。誰が塵埃に投げすて られ,煙 のよう
に吹 きは らわれるか,新 らしい文学か,そ れとも抑圧者の保護の もとにある腐
ほ 　
つたふ るい文学か』
「狂人 日記」に は封建 的権力者 の圧迫の もとにある申国人民の 悲 しい運命
にたいす る魯迅 の考 えがあ らわ されてい る。 このは じめての作品 にはすでに,
思想的深 みが あ り,思 索 のゆたかな短篇小説 の巨匠 としての魯迅の明 らかな創
作上 の個性がは っ き りとあ らわれてい る。
「狂 人 日記 」は申国文学史の うえで は じめて,社 会変革 をつよ く要望 する
新 らしい思想 と現実 の リア リスチ.ク な再製の有機 的 綜合 として あ らわれた。
ほ とん ど20年魯迅 はふるい世界に抗 してねば りつ よいた 、かい を行 い,敵
の悪意にみちた非難攻撃や威 嚇 を撃 退しなが ら,毅 然 として勇敢に前進 しつ 団
けた。反動 は誹諸 しよ うとして百方 手 をつ くし終生彼 をおいかけた。だが,彼に
うちかつ ことは ど うして もで きなかった。 「わた くしは生 きねば な らない一 一
魯迅 は声明した もし この世に生 きたい とのぞむ人 びとがの こってい るな ら
ば,彼 らは敢 えて言い,笑 い,泣 き,怒 り,署 りそ してた ㌧かわねばな らない,
ぐか
この空間か らこの呪 うべ き時代を掃 ききよめるために。』
魯迅は封建論者,軍 国主義者や地主,社 会的不平等と不法か ら中国人民を
解放することので きる新 らしい力の創造を呼びかけた。
『すでに時は来た一一魯迅は書いている一 假面を剥 ぎとり,真 実に深刻
にそして大胆に人間の生活その血 と肉体 を描 く時が。いまや,新 らしい文学と
(3)
断 乎 と し た 勇 敢 な戦 士 が わ れ わ れ に は 必 要 で あ る。 」
(1)魯 迅 選集,国 立文学 出版所,モ ス ク ワ,1945年,177頁
(2)魯 迅,第3巻,49頁`
(3)魯 迅,第1巻,222頁
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現実へ の忠実,生 活 の叙述 の真実,文 学 の人民性 は,社 会生活の主要現象 の
分析過程で作者 の基本的標準で あった。 「阿Q正 伝」,「孔乙己」,「薬一,「小
さい出来事」の よ うな作品で,読 者は昔の申国の小説 で描 かれた不可思議 な話
や妖怪変化で な く,読 者 それぞれの体験 に近いふつ うの人 びとの生活 を満足 を
もって見出 した。素朴で虐 げ られた人 びとへの心 をひ きつける颪接性,人 間性
と愛情,そ の苦 しい生活 への 滲み とお るよ うな同情,こ れが魯迅の リア リスチ
ックな創作 の特 徴で ある。
魯迅 の小説が出版 され た最初の 日か ら,読 者の全般的な注意をひ き,並 な
みな らぬ関心 をひ きお こした。批評 家は一致 して,申 国文学に革新者 働 ら
く人 民の苦 しい生活 の歌い手,深 刻で 尖鋭な人民 の言語 の名手が あ らわれ た こ
とを認 めた。
「狂人 日記Jの 後 ま もな く,魯 迅 はその後 「哨 城」に牧 め られだ最 も有名
な小説 の うちの一つ 「孔 乙己」(1919年3月)を 創作 した。 主人公の名前 をつ
け られた この小説では,ふ るい インテ リ階級 の没 落 した代表者の惨 めな運命,
封建的暴政のギセイ,滑 稽 で誰 に も必 要のない失敗者 の中世的 なふ るい生活の
下 らない ことのギセ ィになった ことが描 かれて いる。 読者の前 をよぎる ものは
傷痕 や掻 き傷の あとだ らけで 白いひげは うす汚 い,蒼 白の顔に織 の額のや つれ
た姿で ある。孔乙己の長い上衣 は とて も汚 くて ポロだった,ま るで まる10年洗
濯 もしなければ補い もしないよ うに。 孔乙己 は昔の申世の孔教の本か らとった
難 しい判 りに くい言葉 を 自分の話のなかにふん だんに混ぜた。 まわ りの ものに
は彼 のい うことの半分 さえわか らなかった。 孔 乙己は勉強 したが試験には失敗
した し,賄 賂に使 う金 も学位 を買 う金 も,牧 入の多い地位 を うる金 も彼 にはな
か った。貧 乏が彼 を乞食 まで させ,窃 盗 の道へ押 しや った。
ある時,彼 は丁 家ヘ コツソ リ忍 び こもうと して,見 付 け られ,手 酷 くた ㌧
きのめ された。彼 は両脚 をへ し折 られて外へ放 り出 され た。
いまや彼 は歩 くことがで きず這 うよ りほかなか った。 しか し,人 びとはあ
いかわ らず彼を嘲笑しつ ゴけた。
こ うして,秋 の寒 い夜,孔 乙己は物 笑いに され,卑 しめ られ不具に され な
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が ら,餓 え 死 ん だ 。
ほ 　
「魯迅伝」の著者王士蓄は次のように述べている。 孔乙己の顔に魯迅はふ
るい知識階級の代表者を描いた,中 国では彼 らの前には二つの道がひ らかれて
いる,す なわち,こ の小説で丁挙人に示 されている幸福と権力への道 と人聞を
嘲弄 と侮辱の対象にする落ちぶれた貧乏への道 とである。 第一の道は人間を人
喰いに転化 させる道で あり,第二の道は人間を人に喰われる ものに転化 させる
道である。 孔乙己は他の人びとの物笑いの種になるとき,他 の役 目がないよう
に思われた。しかし,彼 がどんなに無抵抗であろ うと,彼 には人間が憎 しむ社
会で生 きなが らえることはで きなかった。
孔乙己はあまりに踏みつけられ,助 けて くれる人 もなく貧 窮だったので,
自分のため自分 と同じような人びとのため反抗し抵抗しようとい う考え も頭に
は浮ばなかった。 しかし読者は孔乙己がどんなに自分の運命を脅か されている
かそれだけの耐えがたい生活を感 じ,読者はそれの変革を待つ,こ の変革はや
って来ない ことはで きない。
1919年4月に書かれた 「薬」で,魯 迅は大 きな芸術的説得性をもって,封
建・fデォロギーの支配環境にある中国人民の深い精神的 奴隷化の様相を創造し、
た,こ の背景で国内に目ぎめた新 らしい革命的力を示しなが ら。 読者の前を虐
げ られた暗い人びと 一小店の主人華大栓,そ の妻その他の人たちがよぎ り去
る,彼 らは無智のため肺病の息子を治療するのに人間の血がい ＼と信 じている
……小説では人だか りの多い市場の光景が乏しいが 表現力にとむ方法で描かれ
ている,そ こでは死刑執行人の康大叔が大声に自慢しなが ら銃殺された若い革
命家夏鍮の生血を売つている。 夏鍮は死ぬまで不屈であり,彼の祖国一 申国
一 は全人民の ものでなければな らない といって死んでいった。
ゴ　ラ
1921年に出版された 「阿Q正 伝」一 その最 もす ぐれた作品一 で,魯 迅
は辛亥革命を背景にしておきた事件を表現している。申国農村の生 きた例 とな
る未荘で,魯 迅は農村の崩壊過程,農 民の鰻餓 と貧困,搾 取と圧迫の耐えがた
い情況,官 吏と土地の貴族の横暴を真実に明確に示した。 それ らすべては全体
(1)王 士脊,魯 迅伝,「 新智 書店 」出版,上 海,1948,85頁
(2)魯 迅 選集,国 立 出版所,モ ス クワ,1952年,57頁
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として社会体制 の衰微 を特 徴づ けてい る。
この小説 は何 よ りもまず,辛 亥革命 とい うブル ヂ 。ア民主主義 革命へ の き
び しい調刺 である,こ の革命は 『……当時 まだ共産党がな く当時の プ ロレタ リ
く　ラ
アー トが革命に 自覚的に参加す る ことをし らなか った ＼め流産 した。」
阿Qは 幾 世紀に もわたる伝統 と,彼 をみすぼ らし く欄 むべ き存在た らしめ
る封建社会の病気 を もった男で ある。
阿Qは ふ るい中国社会の典型的代表 の うちの生 きた形象で あ り,僻 遠 の農
村 の宿 なし日傭農夫で,一 般 の嘲笑い,さ げすみ,非 人 間的搾取の対 象になっ
ていた。
阿Q,孔 乙己や彼 らに似た人び との笑 うべ く痛 ましい役 割,困 惑,悲 しみ と
涙 を理解 しまた伝 え ることので きた申国の作 家は多 くはない。 この形象で魯迅
は社会 の最下層 にある人 び とに異常にす るどい心理的分析を あたえた。 人間が
この よ うに頽 廃 させ られ,こ のよ うに個性が さげす まれ る ことをゆ るす社会に
たい して潤 み と恥 かし さに圧 しつぶ され る思いの しない読 者はい ないだろ う。
阿Qの 形 象に 多 くの論交 を さsげ た作 家張天 翼は,申 国にお けるふ るい孔
教文 化 とい う点か ら考 えて魯迅の作品 を 「未荘の文化 と生活にたいす るすべ て
の批判」 としてみてい る。
「阿Q-一 一と張天翼 は書 いてい る一一一これ は辛 亥革命時代 の農村の浮浪人
の典型で あるだけで はない。彼 は1911年の後で もまった く可能で ある。 阿Qは
他の社会階層に も可能で ある。 』
『誰 も非難 しない ものはい ない 一一 と張天翼 は他の論文で 自分の思想 を発
展 させ てい る一 君たちの見 解は 自身に よってつ くられた,そ れ らは決 して君
ら自身の財産 をあ らわす ものではない。 こうして,未 荘の文化がお前 を教育 し
た。 それが お前 をつ くり,お 前 に影響 を あた え,そ れに固有の見方 を滲み こま
せ,弁 髪 を きった人び とを憎み,革 命党 を憎 み,外 出す る女が他の男 と話 をす
るのを侮辱的 な言葉で辱 か しめる ことを教 え こんだ。 おまえ阿Qに とって,何
(1)毛 沢東選 集,中 国革命 と中国 共産党,外 交 出版 所,モ ス クワ,1953年,
第3巻,170頁
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故 あた らしい ものが何で も異端であ り,新 らしい ものへの憎 しみが 「正統 」で
あ るかは議論 の余地がなか った。 これについては趙 旦那にたず ね る必要が ある
……未荘 の文化 ,こ れは趙 旦那 の文化 なのだか ら。 それ は これ らの主人 に,修
道 院での神話のよ うに,大 きな利益 を もた らす …… これ らの主人が それ を文化
の揺藍 にかえ,こ の揺藍の なかでおまえ阿Qを 育てsい る……お まえは趙 旦那
ロ 　
の未荘文化に入 り込み,と うと うしまいにはその犠牲に なった…」
小説 の主 人公 の姓 と出生地は,他 の同 じ もの ～よ うに,彼 の過去 と同 じ く
わか らない。 この男には名前がない。 阿Qが その生活の大部分 をす ごした未荘
の住民 は彼 の過去には何の 関心 ももたなか った。 阿Q自 身で さえ,そ れについ
ては話 さなかった,そ れ とい うのは,彼 自身で も自分の過去がはっ き りしなか
った ㌧め らしい。.,
阿Qに は家庭がなかつた一一 彼 は 自 分 を 養 う ことさえ怪 しか ったので あ
る。彼 にはじぶんの住家が な くその土地 の寺 の 「士穀祠」に住 まね ば な らなか
った。阿Qに は きまった職がな く,雇 われて その 日その日の仕事 をしていた。
彼 は小麦 を刈 り,米 を磨 いだ り揚いだ りして,い ろい ろな仕事に従事 した。 よ
ばれ ると,彼 は傭 つて くれ る主人 の家に寝起 きした。
彼 の手 を借 りね ばな らない ときだ け,人 び とは阿Qを 思い出 し,仕 事が終
つて しま うと忽ち彼の ことは忘れ去つた。 誰 も彼 に関心 を もつ ものはい なか っ
た。彼 の生活は まる きり敗北 だった。 しか し彼 はつねに勝利者 を もって 自任 し
ていた,彼 自身 を 「精 神の勝利」を もって欺 きなが ら。
餓 えのために阿Qは 自分 の村 を捨てs,生 計を立てに都会へ出ていった。
半 年 たってか ら,彼 は突然未荘へ もどって きた。
「と ころで,見 た ことが あるかい,ど ん な風 に して頭 をバ ツサ リと切 るか
?」一… 阿Qは7cずね7c。一 一そ りあスバ ラシイぞ!革 命党 を殺 したんだ ……
素的だぜ1彼 は頭 をゆす って前 に立つてい た趙 司農 の額にペ ヅと唾 を吐 き
か けた。 これ を聞いた もの は傑 え あがった。
阿Qは あた りを見廻 わす と,頸 をのば して聞 き入つていtcひげの王の頸 を
(1)張 天翼,阿9に ついて,「 耕縁」出版社,上海,1949年,39-40頁
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めが けてい きな り右手で た ～いた。
一一 一そ ら見ろ!
未荘に革命党が近づいた とい う知 らせが伝わった ときに,そ してみん なが
町 に革命党が近づいた とい う噂 した と き,阿Qは この事件を利用す ることに決
めた。'
「革 命をす るんだ,何 もか もひっ く りか えす一 一 これ はいSぞ 一阿Qは
考 えた。 一忌い まし くて憎 た らしい連申 をみんなひっ くりかえす んだ。 ……
おれは革命党の仲間に なったぞ!」
しか し革命党になろ うとい う彼 の試み もうま くゆかなか った,外 国の主人
一一 「ニセ毛唐」が それ を許 さなか ったか らで ある。
阿Qは きびしい制 裁 をまち うけた。 彼 は捉 られ て町へお くられ る。それは
未 荘の 「趙 旦那 」の 家 を 掠 奪 し た とい う嫌疑 のためだった,ほ ん とは彼 に何
のか 、わ りもなかったのだが,こ うして後 には銃殺 され る。
「あ りのま ～を全部 申せ。 そ うすれ ばお前の罪 はか る くなろ う。白状 しろ
一 縄 を といてや るぞ1一 一趙家掠奪事件 の取調べ役 人が審問 した。
一 おい らは ,ほ ん とに,仲 間に入 りたか ったんだ …… 一 口ご も りなが
ち,阿Qは まごまごして答 えた。
じや,ど うしてお前は革命党に入 らなか ったんだ?一 取 り調べ の役
入がつ ゴけた。
「ニセ毛唐」がゆ るして くれ なかったんで ……
一 出鱈 目だ1い まではお そい……何処にお前 の相棒 がい る?
一 なんですか?
一 あの晩趙 家を掠奪 したのは誰 だ とい うのだ。
連申 はおれを呼 びに来 なか ったんで。 自分 らだ けでは こんで行 きやん
した…一 阿Qは 憤然 としてい った。
後に彼 は突然黒い字のついてい る白チ ヨ ッキ を着せ られた。 阿Qは 悲 し く
な った,と い うのは,こ れは喪服 と同 じだったか らで,喪 服 とい うものは気 も
ち のい 、ものではない。 ちよ うどその時,両 手 を背 申に縛 りあげ られ役所 か ら
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引 き出 されて,幌 なし馬車に乗せ られた,何 人か 団彼 と一 しよに坐つた……阿
俺 は道 を知 つていたか ら不審 に思つた,ど うして刑場へ つれてゆか ないのか,
他 の者の見せ しめのために町 をさ らして 歩 くのだ とい うことを彼 は知 らなか っ
た。
暗い気分で阿Qに は憂愁が さま よった,し か し彼 の感覚 は圧 しつぶ され打
ちひしがれていた。
一一20年後に は生れかわ って 阿Qは 興奮 して ,こ れ までに言つた
こともない この未完 の ことば を誰に教 え られ るともな く大声に叫んだ 。
……い ㌧ぞ!群 衆 のなかか ら声が あが った。しかし ,忽 ち彼 の眼 はボ
ー 。と霞んで耳鳴 りがし,彼 の躯ぜんたいが微塵になったよ うに飛 び散 る思い
が した。
これが魯迅の小説の主人公の生涯 の終 りで ある。 もし作者が彼 の否定的特
徴 を誇張 した とす るな らば,次 の ことは うtcがいない。 集合的 な典型阿Qに 魯
迅 はかぞえ きれ ない ほどの欠陥 を肉化す る ことに成功 した。 この欠陥は導教 の
ふ るくさい教えに よってつ くられた もので,奴 隷 の従順をおしえ こんだ,そ れ
だー けに ふ るい 中 国 の封 建 社会 に とって特徴的 な もので ある。
『…… 「阿Q正 伝」が新 聞に連載 されはじめた と き,多 くの ものはその新
らしい部分が あ らわれ ると恐怖 と不安にと らわれた,彼 らは こ う思 つたので あ
る。今度は 自分の番がまわ って きた,そ して 自分が嘲笑のま とに なってい るの
で はないか と…… このと きか ら多 くの疑いが拡が った,そ して各 自が自分を知
ぐ　へ
り,阿Ωの形象に自分の暗い面 を見出したのである。』
阿Qと い う人物に,魯 迅は真実で典型的な性格を深刻に肉化し,阿Q主 義
の リアルな芸術的一般化をあたえることがで きた。
魯迅はその主人公の歴史的根源,そ の運命,そ の社会的意味を解明するこ
之 がで きた。
阿Q主 義は迅魯によって,社会悪 として,封建中国における反動勢力の理不
(1)高 洒漢,閑 話,「 現 代評論 」 出版,魯 迅選 集,国 立 出版所,モ ス クク,
1945年,155-156頁
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尽 と憤慨 すべ き専政を正当化している「精神勝利」の敗北理論として示 されたひ
阿Qの 形象は魯迅の創作の大 きな成功で あった,こ の小説で魯迅は社会誠刺の
巨匠 となった。 魯迅は調刺 と滑稽のこのようなむすびつ きを見出した,そ れは
彼 の リア リズムの自然 さ素朴 さと予盾 しなかった。 彼の識刺の微妙 な織物 をつ
らぬいて大 きな社会悲劇の輪廓が くっ きりとあらわれている。 毛沢東はその発
言で阿Qの 形象を全体的な批評の うちに利用している。
『事をなすにはひろ く取 り扱 うことが必要である,つ ま らない ことに能力
をつかわない ことが必要である。小事,陰 謀,官 瞭主義と阿Q主 義は実際上何
に もな らない。それ らは敵に対 して さえ役に立たない,し か もそれを自国人に
くの
対 して適用 す ることは全 く滑稽 であ る。』
「阿Q正 伝の成因 」とい う雑文で,魯 迅は書いてい る。 『わた くしなみに
言えば,も し申国に革命が なければ,阿Qも それに加担 しないで あろ う。 しか
し一 ど革命が あったばあい彼 はその仲間に なるであろ う。 わが阿Qの 運命 は こ
うい うもので あるだ けか もしれ ない,そ して彼 の性格 は この ことか ら二重には
な らなかった。中華民国の第1年(1911年はすでにす ぎた,し か もそれを と り
もどす ことはで きなか った。 もしも,将 来お なじよ うな事件がお きれば,再 び
また 「阿Qの 形 象 をした」 革命家たちが現れ るだろ う,と い う確信 がわた くし
ロ
には育つた。」
阿Qを もの笑いにし批判しなが ら,魯 迅は不幸な主人公の運命に冷淡であ
ったのでは決 してない,反 対に彼は支配階級の人民を奴隷化する文化の犠牲と
　
しての阿Qに対 して深い同情をあらわしている。 魯迅にとって文学創作は決し
て冷たい分析的研究ではなかったことをわれわれは見る。 人間とその行いに対
する態度は魯迅にあっては深い心か らの同情によって,そ の能力と力への信頼
そのよ りよい志向への信頼,そ の明徹 な理性への信頼によって条件づけ られて
いた。魯迅は何百万の申国の勤労者が自己 の解放のためにた ＼か う他の戦士を
ひ きだして くる日の近い ことをみとめている。 それ らの戦士 とは過去の圧迫か
(1)毛 沢 東 選 集,モ ス ク ワ,1953年,第2巻,19頁,中 文,毛 沢 東 選集,304頁
(2)魯 迅 選 集,国 立 出版 所,モ ス ク ワ,1945年,157頁
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し自由 となった新 らしい社会機構の人 びとた るコ ミュニス トで ある。
「た とえ どうあろ うと も,一一 と周立 波は 「阿Q論 」で強調 し て い る 。
・一 われ われは それで も解放 の 日に なる 「明 日」の近 くにい る。 さ らに何年か
たって若い青年男女が阿Q正 伝 を読 んで,き っと驚い て尋 ね るで あろ う。 「こ
うい う中 国が本当にあったのだろ うか?一 あっためです よ,親 愛 な 若 者 た ち
ゴの
よ。それ もあま り遠 くない前にね』
申国における人民革命の勝利の後に,いま魯迅のこの思想を評価すると き,
当時すでに彼が申国社会の基本的矛盾,す なわち地主 の土地所有と土地 を耕し
ている農民が土地の権利を うばわれているとい う矛盾を正 しく示していたとい
うことがで きる。すでにその頃魯迅は,中 国人民の基本問題は土地の問題であ
り,地主の支配を覆 えす ことであるとい う主要問題 を提起す ることがで きた。
魯迅は土地改革の具体的なプログラムはだ さなかった。しかし,彼 の文学
作品は偉大 な改革のプロローグであった,その証人となるのはわれわれである。
作者は他の誰 よ りも辛労す る農民のたましいがわかっていた,彼 は貧 しい
農民の肩にか ～っている体験をはっ きりと説得力をもって示す ことがで きた。
彼の作品は 『奪われて不幸になっている人びとへの深い 同情でみたされてい
ぼ り
る。』 『ほん と うの情熱 のない人にはそれ をつ くることはで きないで あろ う。』
彼 は現 在式 に深刻かっ真実 に中国の農村 を描いた。 中 国人民が勝利 したの
ち土地改革の遂行に参加 しなが ら,多 くの勤労 者たちは魯迅 の作品 どお りに農
村の社会関係 を正 し く評価す ることを学んだ。それはつま り,階 級 の敵を見分
け,地 主 の本質 とまた欧米 で教育 されたブルヂ.ア ・イ ンテ リの 本質 を.あば く
ことで ある。
この点に,作 者の文学 作品 の深刻 な革命的意義 と教育的役割が ある。
「ど うして私は小説 を書 くよ うに なったか」 で,魯 迅 は次のよ うに書いて
いる。 『私 は10余年前 とお なじよ うに,啓 蒙的観点 をま もってい る,そ れ は,
書 くとい うことは 「人生 のため」でなけれ ばな らず,こ の人生 の改善のためで
(1)周 立波,「 阿Ω」論集,重 慶,1941年,80頁
(2)許 寿裳,亡 友魯迅印象記,魯 迅選集,国立出版所,モ スクワ,1945年,198頁
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'(1)
なければならないとい うことである。』
魯迅の天賦の芸術的才能は,大 いなる深 さ,ま ぎれ もない正義,屈 辱的に
卑 しめられ幾世紀にわたって歪め られた 奴隷的存在である人間の価値を自分の
うちに発展 させることを人びとによびかけたことにある。
文学作品の頁か ら作者は自分の創作の任務,人 民の智慧の大 きな木に自分
の才能が属してい ることについて語つている。 申国人民の生活の民族的特徴が
反映 されている魯迅の小説は,彼 がそれによって物語の感情的緊張 と生活の真
実に うま く精通することがで きた多様性と豊富さを示している。
彼の時代に支配 していた社会秩序 を容赦な く判しなが ら,魯 迅は事実の確
認にのみとゴまってはいなかった。作者は封建主義 と軍国主義の暗い力にたし
ての戦いを呼びかけた。
抗 日戦争の最 も緊張 したときに,魯 迅の誕生60年を記念して,中 国共産党
機関紙 「新華 日報」は書いている。
「魯迅は人民の作家である,彼 はひろい人民大衆のために創作し,つ ねに
㌧
人民とともにあった……魯迅の名をわれわれの新文化運動の偉大 な旗じるしに
　ヨ　
しよう。この旗 とともにわれわれは究局の目的に達しようではないか。』
魯迅の創作は申国文学史における輝かしい頁である。魯迅の リア リズムの
伝統 は,現 代申国の多くの詩人の作家の創作に発展 させ られてい る。 それ らは
生活の真実の描写にだけでな く,その否定的側面の批判的関係に もあらわれて
いる。国民党支配時代の社会的 ・政治的機構の批判は,郭 沫若,茅 盾,老 舎,
曹禺,・丁玲,夏 術,葉 聖陶,陳 伯塵,張 天翼,文 青その他多数の作家の文学 ・
評論作品に反映されている。解放戦争時代の.八民の思いと望みは,敵 の背後,
僻遠の田舎,労 働者の中心地で進歩的立場にいた作家によって書かれた無数の
小説や素描に肉化 された。 そのなかで人民はひろ く多面的にえがかれている。
これ らの作家たちの主 な功績は,人 民の外部特徴だけでなく,内 面的風貌 も描
いた ことにある。 これを彼 らは魯迅に学んだ,そ の伝統は厳格に もま らら自覚
(1)魯 迅,第5巻,107頁
(2)「 新華 日報 」1940年8月3日,社 説 「われ われは魯迅 をいか に記念す るか」
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れ発展 させ られた。
『魯迅 はわれわれに現代申国の画 をあたえて くれ,と 丁玲 は書 いてい
る一一一道の とざされてい るあ らゆる人び とを示 してい る。 すでに彼 はい ま,こ.
の全 く苦 し くて矛盾 した生活,苛 刻 な労働 と人間を圧 しつぶ してい る生活,か
ぎ りのない苦 しみの生活 をさせ た くない。 その と き,唯 一つの ものが この よ う
な人に残 されて いる,そ れは誰 も経験 した ことのない新 らしい生活 をは じめ る
ことで ある。 しか し,ど こに この生活へ の道が あるのか?魯 迅は われわれに
管えて くれ る。 「地面 の よ うに,道 は もと も とない。 入 が 歩 くと道に な るの
だ。」人び と自身が新 らしい生活への道 をつ くる!… …
……魯迅 の作品 は 一 と丁玲 はつ 冒け る一 その歴史的 ・認識 の価値 を保
有 してい るだけで な く,現 在の問題 を解決 す る助 け としていま も必要で あ る…
… これ らの作品 はふ るい中 国か らの遺産 として の こってい る人 びとの意識に あ
くし
る旧習 とわれわれ がた ＼か うのを助 けて くれ る。」
3.革 命 的文学者 ・政 論家 としての魯迅
魯迅は自国の国民であ り,その時代の忠実な息子であ り,個 人の志向を人
民の志向と一・体化していた。 魯迅の最 も積極的 な交学的および社会的活動は,
中国に おけ る階級 闘争の最 も尖鋭化 した と き,革 命 と進歩の力が増大 し,マ ル
クス ・レーニ ン主 義の影響がつ よま り,唯 物論 と観念論,リ ア リズ ム芸術のデ
カダ ンと反動的 ロマンチシズ ムとのた ㌧かいの 時期に行われた。彼 は敵の理論
と学派,「 芸術のための芸術」,「 超階級 作家」 たちにたい して非妥協 的にfc
～かった。 魯迅 はあか らさまなまたか くれた戦いの 目撃者,証 人で あったばか
りで な く,そ の最 も直接的で積極的 な参加者で もあった。
ヴ 。 ・イ ・レーニ ンは 「党の組織 と党 の文学」で,文 学 は無党 派 で政治 に
か ～わ らず にい ることがで きない。 文学 は社会生活において進 歩的役 割を果す
使命が あることを示 した。
『社会に生 きてい なが ら社会か ら自由で あることはで きない。 ブル ヂ.ア
(1)「 ノ ー ヴィ ・ ミー ル 」(新 ら しい 世 界),1954年,第5号,262-263頁
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作 家,芸 術家,女 優た ちの自由は,.たんに傘 銭の袋,買 牧,生 活費か らの假面
く　ラ
にお ＼われ た(あ るいは偽善的に假面 をつけナこ)従属にすぎない。 」
魯迅 の活動 は,命 数がつ きよ うとしてはい るが,ま だふ るい権力 をしぶ と
く握 つてい る時代,体 質的に彼 に とつて憎 むべ き腐敗 した 「血 と涙 の世界 」へ
の抗議 か らは じまった。 しか もわれ われは,作 者の早期の作品にすで1ピ 人喰
いの世界」 を憤 りを こめて暴露 し,封 建勢力 と清朝 の反動 にたい して猛烈 なた
、かいを行い,自 国の人民 につかえ,そ の解放 とい う偉大な事 業のために情熱
を もって あ ら・ゆ るエネル ギーをな げだした ことを見 ることがで きる。
『階級社会に生 きていて と魯迅 は強調 した一 闘争の時代に作家が超
階 級的に なろ うとす ること,ま た闘争か らはなれて独立 しよ うと努 めること,
現 在に生 きていて将 来のために書 くこと,こ れは幻想に よって つ く られ た幽霊
で あって人間でない ことは あ きらかで ある。 これは頭髪 をひっぱ って持 ち上 げ
ゆ ラ
ようとするのと異るところがないではないか。』
思想性とはっ きりした目的意識を もった彼のすべての創作は,圧 迫された
勤労大衆への深い同情でつ らぬかれている。 魯迅は申国プロレタ リアー トの解
放闘争に これほど熱烈に参加していたか らこそ,不 屈不撹に真理の偉大な事業
をま もりなが ら,暗い反動 と封建的野蛮にたいす る勇敢な戦士となったのであ
る。それゆえ彼は書いている。
『中国における人が人を憎 しむ機構の野蛮な秩序の崩壊になんの哀惜の情
もない。』
『われわれの同志は一1931年魯迅は 「中国の革命的プロレタ リヤ文学 と
その先駆者の血」とい う雑文に書いた,一 革命的プロレタリヤ文学 と革命的
勤労大衆は共通の運命を もってい ることをその血潮をもって証明した……… 』
1919年にはじまった新文化運動は申国人民の革命闘争 と直接のむすびつ き
を見出した。 この点で,中 国の新 らしい進歩的文化の大 きい 意味は うたがいな
い。中国の進歩的文学 と芸術は,現 実の真実の反映,社 会の推移過程の意義を
(1)ヴ ェ ・イ ・レー ニ ン,全 集 第10巻,30頁
(2)魯 迅,第5巻,36頁
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ひ らき,西 欧の反動的 イデオロギーの残存物 と影響への苛惜ない暴 露 とい う目
的に奉 仕 した。
『魯迅の作品 は一 一と鵜雪峯 は言つてい る一 一文学創 作の領域で文化革命
の基礎 をすえた現実の力で あった。魯迅の作品,主 として,彼によって 「雑文」
とよばれ た評論 は,封 建主 義のイデ オローグにたい し,保 守主義者にたい し,
昔 にかえ そ うとして,敵 にお もね り,革 命 をこわ しその滅 び るのを望んだ もの
(1)
に対 し,人 民 と革命 のあ らゆる敵に対 し,た ㌧かいの武器 とな った。』
　
魯迅を先頭 とする進歩的作家たちの活動が,当 時の革命思想,中 国共産党
の政策とどんなに緊密にむすびついていたか,作 家たちがいかにして民族解放
闘争の積極的参加者になったかについては多くの証拠がある。
魯迅は帝国主義侵略にたいす る民族統一戦線の断宰とした 擁護者であ り,
日本帝国主義への積極的抵抗をよびかけた。,
1935年魯迅が死ぬす こし前,彼 が重い病いで臥していた時に,申 国共産党
は日本帝国主義に抵抗する戦いのために民族統一戦線結成のスローガンをか ＼
げた。魯迅は民族統一戦線の組織を失敗させようとする反革命分子の意図を暴
露 して,コ ミュニス トのスローガンをま もる声明をだした。rわ た くしは全面
的に賛成する一一 と魯迅は強調した一 一申国共産党によって提案された全人民
の抗 日戦線の政策を。しか も文句なしにこの戦線に加入す る,な ぜな ら,わた
くしは作家であるばか りでな く,申国人だか らである。 わた くしはこの政策が
全 く正 しいと思 う。
わた くしは統一戦線に参加する,そ のために筆をもって,自 分の作品 と新
らしい翻訳を もって戦 うであろ う。 もし必要とあらば,筆 にかえてほかの武器
くの
を とることも辞さない。』魯迅はプロレタ リヤ運動の任務に 照応している文学
の創造のために戦つた彼の指導す る左翼作家連盟に注意した。
魯迅は激烈でねば り強いた ＼かいなしには,新 らしい文化が決して生れで
(1)漏 雪 峯,魯 迅 一 中 国 の 偉 大 な 革 命 作 家,「 人 民 中 国 」,18・一一19,北京,
1953年,48頁
(2)魯 迅,第6巻,533-534頁
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ない ことをはっ きりと知 つtc。それ ゆえ,彼 は確信 を もって言つ た。r… …新 二
らしい ス ローガンは フ ァシズムとあ らゆる反動勢力に たいす る 血まみれのた ＼
かいの停止 を意味す るので決 してない,か えって,こ のた ＼かいを深 め広 め る
ことで あ り日本 と人民の裏切者に対 す るよ り実際的,よ り断乎 とした具体的な
くわ
闘争形態で ある…… この よ うな民族的立場が階級的で ある。』
抗 日統一戦線の存在 したその 日か ら,魯 迅 は文 化工作者の力 を動員 す るた
めに大いに力 をつ くした。 い ろいろな流派や グル ープの作家たちを統 一 した愛
国の陣営に団結 させた栄 えある役 割は彼の もので ある。彼は,そ れ ぞれの作 家.
は もし誠実な中国人で あるな らば,侵 略とた ～か う民族戦線 に参加せねばな ら、
ない ことを強調 した。
「国防文学」のス ローガ ンの もとに団結 して抗 日統一戦線 に 対抗す る作家.
もこの時にはいた ことに注意せねばな らない。 「国防文学」の スローガ ンはそ
の狭 さのた めに,他 の一連の文学的 ・政治諸問題 を解決 で きなか った,そ のた
めお そ らく統 一民族戦線 に勝てなか ったので あろ う。
「民族 ・革命戦争 の大衆文学 は一一 と魯迅 はい った一一 義勇軍や学生の請 ・
願デ モの記述にか ぎ られ てはいけない …… それは もっ と広汎で あ らゆ る面 を含
んでい る一 人 び との生活の方 法か ら意識 や戦いの問題 まで…… げん ぎい中鼠
人 にとって最 も尖鋭な問題 は,民 族の生存の問題 である。 しか も,申 国にとっ
く　ク
て唯一の活路は,日 本に対す る全民族の革命戦争である……』
申国共産党の財政が信 じられぬほどまで困難になったとき,魯 迅は苦しい・
仕事で得た稿料を一再な らずその処置に任せた。 何人かのコミュニス トがたえ
まない追跡を うけ彼 らに逮捕の危険があったと き,魯 迅は身の危険 もかえ りみ
ず自分のところに隠してやった。反動勢力が再び申国紅軍とソヴェ ト地区を攻.
撃 したとき,魯迅は大胆に国民党のテロルに もかまわず抗議 をよびかけた。
魯迅についてはた くさんの批評や研究労作が ある,け れ ども彼の特徴づけ!
として最 も正確なのは毛沢東の ものである。
(1)魯 迅,第6巻,589-590頁
(2)魯 迅,第6巻,590-591頁
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『われわれが魯迅を記念するのは,彼 が偉大な作家であったばか りでな く
・一一と毛沢東はいっている一…また,民族解放の先駆者であ り,革 命に大 きな
貢献をしたか らである。 魯迅は中国共産党の組織には入つていなかったが,彼
の思想,行 動,創 作のすべては,そ の性質上マル クス主義者の ものであった…
…したがって ,魯迅は動揺することなしに,封 建勢力と帝国主義にたいして断
乎 とした闘争をおこなった。
魯迅は壊滅の過程で封建社会を示 し,社 会制度の欠陥と帝国主義の圧迫す
る力を痛烈に あば き出し非難した。 彼は瓢刺 の筆をもって 暗黒勢力 を暴露し
ナこ。彼は輝かしい言葉の芸術家であった……
われわれは魯迅の戦闘精神を,彼 が中国人民の解放闘争で指導で きるよう
くユ　
に,民 族解放戦争のすべての部分の兵士にまで もちこまねばな らない。』
魯迅は革命作家としての自分の地位 をいつ もかえたことはなかった。 彼は
自分の文学作品には異常に根づよくきびしかった。毎 日の,倦 む ことない,霊
感で も感じたような祖国の幸福のための仕事は,ほ とん ど魯迅の行いの重要な
規範であった。晩年の彼はしばしば重い病気におそわれた。追跡 も,警 察の監
視 も,彼のねば りと意志を くじくことがで きなかった。 彼はつねに反動にたい
して新 らしい非難をあびせた。誠刺作品に,政 論的短評に,小 説集に,散 文詩
に,彼 の政治的非妥協性 と自国及 び外国の申国を奴隷化す るものへの深い憎 し
みが芸術的形態をとってあらわ されている。魯迅の評論的遺産一一短かい素描,
雑多な短評,論 文,と フ ェリ トンは作者が申国人民の戦闘的な 革命闘争に直接
参加していることを証明している。
『魯迅は一一一と毛沢東は語つてい る一一 一暗黒勢力の支配の環境にあって,
言論の自由を うばわれていた,そ れゆえ,全 く冷たいアイロニイと尖鋭な誠刺
くヨ　
の フェリトンの武器でた 、かったので ある。 」
魯迅の作品 にはまた社会的た ＼かいにおけ る文学の役 割についての思想,
人間の意識 におけ る素晴 らしい影響 についての思想,リ ア リスチ 。クな人民文
(1)毛 沢東,延 安 におけ る魯迅記念 祭で の演説 「7月」10号,289頁
(2)毛 沢東造 集,モ ス ク ワ,1953年,第4巻,162頁
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学をつ くる原則への観点が反映されてい る。
魯迅の小説 と輝かしい政論は,霊 感にみちた芸術家,愛 国作家,人 民にわ
か りよい新 らしい文学言語の改革者および基いをすえた人,兇 悪で残忍な敵の
前に屈服しない申国革命のほんとの理想として 今なおのこっている勇敢な戦士
であることをわれわれに示 している。
どのす ぐれた芸術家 もそ うであるよ うに,魯 迅に もその申心 テーマ,そ の
言語 と形象,そ の様式がある。彼の作品の典型に申国的色彩,魅 力,暖 かさ,
彼の申国人民の自由への燃えるようなそして消えるこのとない 志向はすば らし
い。 このすべ てカ㍉ 魯 迅の作品 をほ んとの リア リズムに,深 刻で原則的な思想
、
内容にみちた もの に してい る。
魯迅 は革命文学の旗 をたか くか ～げ,憎 むべ き反動勢力 との公然た るた ＼
かい を避けた ことはなかった。 『真 の英雄 は一 と魯 迅は書いた 暴虐 をお
くわ
それずに,血 潮の流れ を敢て見 ることがで きる。」
魯迅 はどんな障害のまえに もと 冒まる ことな しに,前 を見つ める勇気 を も
つ ことを絶 えず呼びかけた。
次の彼 の霊感 を起 させ る言葉 は有名である。
ダか
「生命は魏れた もの ＼肉体をこえて前進する1』 「あた りを眺めまわさな
ピお
いで新 らしい道の前へ立て1」
死ぬす こし前,抗 日戦争の前夜に,魯 迅は語つた。 「……日本の侵略者に
抵抗する全人民の革命戦争において,こ れは申国にとって唯一つの活路である
6……それゆえ ,わ れわれに とって必要なのは,真 実 の生活,生 きい きとしたた
ほ う
＼か い,思 想 と感 覚 の た え ま な い 運 動 を 内 容 と す る作 品 で あ る … … 』
魯 迅 は 革 命 的 な 作 家,戦 士 で あ っ た 。
『わ た く し は 深 く確 信 し た 一 と彼 は 語 つ た 一一 階 級 の な い 社 会 の あ らわ
れ る の は 必 然 的 で あ る,こ れ は わ た くし の あ らゆ る疑 念 を 払 い の け た 団け で な
(1)魯 迅,小 説 と評 論,国 立 出版 所,モ ス クワ,1950年,ll9頁
(2)魯 迅,生 活の 道,「 ガ リャー チー ・ヴェヂtル 」第2巻,1925年,87頁
(3)魯 迅,第1巻,197頁
(4)魯 迅,第6巻,591頁
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ボ　ラ
く,わた くしの力を幾層倍 もましている。』
これが魯迅のあらゆる創作の道にとつて特徴 となつてい る生活によつて確
信 させ られた世界観 と社会的 ・政治的活動の基礎 と原則である。
r魯迅の方向は一 と毛沢東がいつtc-一一 申国人民の新 らしい文化の方向
(2)
である。』
ひろい人生の経験,ね ば り強いた ＼かいの経験が,魯 迅に,人 類社会の発
展法則を理解させ,革 命が人類解放のた 団一つの道であることを確信 させた。
魯迅の楽天的観点は,自 国人民への深い信頼,人 民の強い力,民 族および社会
の解放のためにた 、か う人民の決意への深い信頼によって条件づけ られた。
『闇の力は一 一魯迅は断言した一 滅亡に運命づけ られている……それは
なが くつ 団かない。 未来はつねに存在する,し か もそれは光あるものである…
……… われわれの向 うには永遠の未来がある,しかもそれは光明あるものであ
ぐわ
ろ う。』
魯迅の予言的な ことばは実現 された。 中国人民は全世界史的な勝利をかち
とった。
「もはや10年にな る一 一と郭沫若は1946年に語つた 魯迅がわれわれ と
永遠にわかれてか ら。この10年間に,世 界には大 きな変化が生 じた,ひ じよう
な大変化が申国でわれわれの もとにお きた。 魯迅が咀呪 したファシズムは大 き
な打撃をこうむ り,魯 迅によって讃 えられた人民の力はいまや輝かしい勝利を
お さめ7。 申国は8年 にわたる解放戦争をお こない,と うとう日本帝国主義者
を領土外に放逐した。われわれは敢えてい うことがで きる,こ の勝利は魯迅の
後継者たちの偉大な力,不 屈不擁で力強い精神によって勝ちとられた ものであ
ゴの
る。』
魯迅は暗黒勢力,反 動勢力,社 会悪の避けることので きない終局を信 じた
ばか りではない,彼 らがしずかに滅んでゆ くのでな く,ま た自分の地位 を進歩
(1)魯 迅,第6巻,26頁
(2)毛 沢東,新 民 主主 義論,外 交 出版所,モ スク ワ,1953年,第3巻,256頁
(3)魯 迅,第3巻,344頁
(4)郭 沫若選 集,国 立 出版所,モ ス ク ワ,1953年,325頁
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と革命 の勢力に 自 ら進 んで譲 りわたすので もない ことを理解 してい た。 ま さに
そのために,魯 迅は 「ふ るい 世界の病根1を 猛烈に あば き,そ のお どろ くべ き
罪悪,虚 偽,偽 善,卑 劣 と恢復 の見込みない ことをば くろした。 彼 は人民大衆
が勝利をお さめ ることを信 じた。魯迅 の芸術,社 会悪 と反動の世界 の深刻で 尖
鋭な暴露の芸術,彼 の戦 闘的 リア リズ ムは中国人 民が敵 とた 、か う最 も力つ よ
い武器 とな った。
4.魯 迅 と ソ ヴエ ト文 学
魯迅の戦友の一人,著 名な文芸学者で ロシヤ ・ソヴエ ト文学書の翻訳者の
北京大学教授曹靖華は,ソ ヴエ ト文学が中国文学に深い育成的な影響をあたえ
たことを指摘している。彼は次の ことを強調してい る。 「ま さに偉大な10月社
会主義革命 とソヴエ ト文学の影響が魯迅を 「マルクス ・レーニン主義の道」へ
みちびき,彼の文学を階級闘争 と社会改造の武器にすることを助 け,こ の武器
を もって彼が…… 申国人民の解放のためにねば りつよ く戦 うことを条件づけた
ぐわ
のであ る。』
曹靖華 は さ らに述べてい る。 魯迅 は ソヴエ ト同盟の偉大 な文学作品 を申国
に普及 させ,そ のたす けで何 百万 の中国青年が 自国人民の解放の神聖な事業の
ためにた ＼か う精神を培養す る仕事 にすべて をなげだ した。 作者 はは じめての
社会主義国 家一 ソヴヱ ト同盟 に学ぶ ことをたゆみな く訴 えた。 『……光 を も
とめ る人び との志向 に他の道はない。 国際文学 をひ・うめる ことに と ゴまってい
ることはで きない,わ れわれ は,と うにわれわれ の前 を進 んでい った人 び とに
で　コ
手本をとらねばな らないのだ。』
ソヴエ ト文学とその中国読者に関す る他の文章で,曹 靖華は次のように示
した。文化革命の領袖魯迅はかぎ りないエネルギーを もって,何 百万の中国の
読者に ソヴエ ト作家の作品を紹介し,ひ ろめ,こ れによって人民解放のための
神聖な闘争に貢献した。 国民党反動の圧政の もとでのソヴエ ト文学の普及を,
(1)曹 靖華,ソ ヴ エ ト文学 にっ いて,
(2)魯 迅全集,第7巻,825頁
「人民 文学 」,第4巻,北 京,1951年
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魯迅 は蜂起 した奴隷 の弾薬供給に なぞ らえてい った,こ れ は伝説 のプ ロメテ 。
(1)
スの神々か ら火をぬすみ とること＼同じほど重要であると。
魯迅はソヴエ ト同盟の心か らの忠実な友人であった。ソヴエ ト国家に,彼
は先進的人類のす ぐれた志向の現実化を見,人 類の最 も偉大な天才たちの最 も
大胆で最 も革命的な予見の化身を見た。
あらゆる進歩的人類の友 として,魯 迅はソヴエ ト国家を深 く愛した。 彼は
ソヴエ ト同盟に負わせ られた誹誘 と申傷にたいしてたゆみな くた 、かった。 彼
は ソヴエ トの生活や文学に関する多 くの印象記集を出版した。 ロシヤとソヴエ
ト作家の作品の翻訳者 として,彼 は正確で高い芸術性を もつ翻訳の見本をつ く
ぐ　　
つ た 。
『魯迅の創作は一 ・と陳伯達教授はいっている一 現代中国文化の華であ
る。彼の成功は……申国文化を新 らしいよ り高い段階にたかめた。 魯迅は決し
てその成果に満足せず,よ りよき仕事を期待 し,申 国が人類文化の高みに速か
に達するように努めて,自 分の仕事 をねば りつよくつ 団けた。
この偉大な予言者は,ソ ヴエ ト同盟が人類文化の頂 きであることを理解し
た。それゆえ,彼 はソヴエ ト文化の疲れ ることを知 らない 伝鱒者であった。す
なわち,ソ ヴエ ト文化はわれわれが極力求めるべ きもので あり,わ れわれが同
じ程度にな らねばな らない ものとみなして,わ れわれがソヴエ ト同盟に学ぶの
く　　
を援助 して くれた。』
それだか らこそ,魯 迅 は,全 人類に見た こと もない美 しい 自由 と平 等の世
界 をひ らいた ソヴエ ト国家 とその人民に たい し,動 物 的憎 しみの発作で誹諦 し
たすべての ものを 自分 自身 の敵 として,憤 怒を もって暴露 したので あった。
1932年12月,ソヴエ ト同盟 と申国め 問の外交関係恢復 に関連 して,魯 迅は
す ぐれ た申 国の作家た ちとともに 人民委員 ソヴエ トとソヴエ ト同盟 の勤労者に
次 の電報 を うった。
(1)曹 靖華,ソ ヴエト文学 とそれの中国読者,「 リテラトゥールナヤ ・ガt"一'一'タ」
1954年12月9日
(2)「 人民中国」,編集論文 「魯迅」とその創作」,北京,1950年,第9号
(3)陳 伯達,魯迅逝去13周年記念の演説,北京,1949年10月
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『申 国人民は ソヴエ ト同盟 のみ が世界の被圧迫人民の真実 の 友人で ある こ
とをはっ き りと見た。」
これ は,魯 迅が何で ソヴエ ト同盟 をま もったか とい うエネルギーと社 会主
義国家をそしるすべての ものを彼が攻撃 した怒 りを 理解す るたす けになってい
る 。
『われわれの利益は と魯迅 はいった一 一帝 国主義者 とその手先 たちの
利益 とは直接対立 している。われわれの悲 しみは彼 らの宝で ある。 そして彼 ら
の敵はわれわれの友で ある。 帝国主義者 とその従僕 た ちはなが くは もちこたえ
られない,彼 らは どん底へ落 ちて ゆ く,そ して破滅 か らのがれ よ うとして ソヴ
エ ト同盟に汚物 をあびせている。彼 らが中傷,呪 阻,憎 悪 にすが りついてみて
もしよせん無駄 な ことだ。戦争 をは じめ ることしか残 されていない。 ソヴエ ト
同盟 を滅 ぼ さなければ彼 らは安穏 になれないのだろ う。 何 をわれ われはなすべ
きか。依然 として彼 らの譜言 を聞 くのか。
…… もし帝 国主 義者たちの奴隷が戦 いを欲 す るな らば ,そ の主人 たちと自
ら(!)戦 わ しめよ。われわれの人民の利益 と彼 らの と は颪 接 対 立 し てい る。
われわれは ソヴエ ト同盟を攻撃す ることに反対 す る。 われわれは ソヴ エ ト同盟
を攻撃 してい る暗黒 勢力 を滅 ぼそ うと努 めている,彼 らが どんなに蜜の よ うに
甘い言葉 をいお うと,ま た どんなに個人的公正の 口実 をかまえ るに して も。
ミユノ
これが,そ して これのみがわれわれ の生盾への 自分の道で ある1』
ア ・エム ・ゴー リキ イは書 いた,人 間 として,人 格 として,ロ シヤ作 家は
人生の偉大な事 業,文 学,労 働 に疲れ た人民,悲 しい 自国への献身的で情熱 的
な愛情 の輝 かし く照 らされた光 であ る。
ロシヤ作家の魂 は愛の鐘 であった,そ して国内の あ らゆ る人々 の 魂 はその
予言的でた くましい声を聞いた。
この鐘 は ロシ ヤでだけ魂 をよぴ さま したので はなかった。 そのた くましい
声 はわが国の国境を こえた遠 くで聞えた,そ れは万里の長 城の向 うの人々の魂
にまでつ たわったので ある。
(1)魯 迅全集,国 立 出版 所,モ ス ク ワ,1955年,第2巻,84-85頁
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『15年前 一と魯迅 は書 いt:一一 文明国といわれ る国々は ロシヤを野蛮国
とみな した,し か しその文学 は世界文学で勝利 をお さめた。 最近15年のあいだ
帝国主義者 たちは ソヴエ ト同盟 を嫌悪のま ととした,し かしその文 学は他のす
ロ ノ
ベ ての文学 をずっと追い こす もの となった。」
ロシヤ お よび ソヴエ ト文学 は魯迅の 創作に 大 きな影 響 をあたえ た よ うに
思われ る。 それは構想,題 材の構成,彼 の創作が ロシヤ ・ソヴエ ト文学 に思 想
的,精 神的に近い こと,生 活の忌わしい ことど もの暴露,封 建,地 主的機構に
たいす る抗議 と戦いの力 か らいえ ることだ。 魯 迅の生活 と創作の道は,多 くの
進歩 的中 国作 家の よ うに,ソ ヴエ ト文学 の影響 の もとに10月革命以後の時期 に
つ くられ た。
魯迅 は申 国における ロシヤ ・ソヴエ ト文学の熱烈 な 崇拝者で あっアこばか り
で な く,最 も活動 的な宣伝者で あった。 エ ム ・ゴー リキイ,エ ム ・シ 。一ロホ
フ,ア ・フ ァデーエフ,デ ・フルマー ノフ,エ リ・セイフ リンその他の翻訳 は
魯 迅の もので ある。1931年に魯 迅の 翻訳 で フ ァデ ーエ フのi壊 滅」,1934年に
ゴー リキイの 「ロシヤのお話 」と1悪 魔」,ゴ ー ゴリの 「死せ る魂 」 と 「鼻」
サル トゥィコフ ・シチ ェー ドリンの 「或 る町 の物語」 の うちの ある章,チ エー
ホ フの短 篇を訳 しfC。1932年に魯 迅は ソグエ ト作家20人の短篇集 を出版 した,
そ して この短 篇集の主 な部分 は魯迅 自身が訳 した もので あった。 彼 は翻訳 の熟
達 者たちを養成 しだ,そ れ らの人々の活動のおか げで ソヴエ ト文学は申国にお
いてだ えることのない流れ とな って突進 したのだった。 それ ら人た ちの うちで
卓越 した地位 をしめてい るのは曹靖華教授 と或宝全で ある。
ソヴエ ト作家た ちの作品 が申国で出版 されたのは魯 迅の力 で 組織 され たか
らであった(シ.一 ロホフの 「静かな ドン」,グ ラ ドコフの 、セ メ ン ト」,ゴ
ー リキイの 「1月9日 」と ・ブ レベ ス トニ クの歌」,曹 靖華 その他の訳の 「ソ
ヴエ ト作家7人 集 」)。
縄雪峯 の言に よるとiロ シヤ古典文学 とソ ヴエ ト文学 の翻訳 に費 した時間
は,魯 迅が文学活動 に費 した総 時間数 のお よそ4分 の1を 占め る。」
(1)魯 迅全集,国 立出版所,モ スクワ,1955年,第5巻,53頁
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程秋白は魯迅あての手紙で 一ソヴエ ト文学の普及 を中国 のプロレタリヤ作
家の主な任務の一っとして」,ま た 「中国のあらゆる革命的文学者の責任とし
て」特徴づけた。 これに関して曹靖華教授は 「ソヴエ ト文学について」の論文
で次のよ うに書いた。
r国民党の血のテロルの環境の もとで,崔 秋白,魯 迅その他の申国革命文
学の先駆的活動家たちは,中 国共産党の集体的知慧のおかげで,彼 らの道を照
らす燈台 と同じく……ソヴエ ト文学の普及を最 も重要な 革命的政治的任務 とし
て考え,こ の偉大で神聖な事業に献身的に努力 した。 危険と追跡にもか ㌧わ ら
ず,ま たあらゆる辛い経験に うち勝つて,彼 らは前途に明るい展望を見出し,
ド　ラ
この目的への新 らしい道を拓いた。』
ソヴエ ト文学を宣伝 し,人 類の真の進歩はソヴエ ト同盟と離しがた くむす
びついていることを知つた魯迅の活動は,申 国で多くの革命作家をつ くること
この
を助 けた。雑誌 「文芸報」に掲載 の 「魯迅 はわれわれに ソヴエ ト同盟に学 ぶ よ
う呼びかけ る」とい う論文 は述べてい る。 「ソヴエ ト文学の 普及 は申国の新 ら
しい文学 に新鮮 な 血液を注ぎ こんだの と同 じだった。 過去において この凋程 は
それ 自体 ひ じよ うな困難 とむす びついていた …… ソヴエ ト同盟に学ぶ ことを呼
びかけなが ら,魯 迅 は中国の革命 の現実か ら出発 した。形式 的に,民 族芸術 の
創造 は,人 民 大衆にわか りやす く彼 らと密接 にむすびつ き,人 民の生活 を反 映
し,人 民 を教育す る芸術 を勤労者に あたえるべ く方向づ け られた。 リア リス ト
魯迅,彼 の創作 は民 族芸術の古典の模範で ある。 魯迅 は正 当に も 「中国 のゴー
リキイ」 とよばれて いる。 われわれ が よ りよ く人民に奉仕で きるよ うに,わ れ
われは魯 迅の遺言 した事業 を断乎 としてつ ゴけ,よ りよ くソヴエ ト同盟に学ば
ねばな らない。』
ソヴエ ト同盟 とその文学,芸 術への傾倒 を公然 と宣言 しなが ら,魯 迅は社
会的不平等 の圧迫 の世界,ブ ルヂ.ア 社会 の 「文化」 への憎 しみを決 してか く
さなか った。
(1)雑 誌 「人民文学」,第4巻,1号,北 京,1gr1年
(2)「 文芸報」,20号,1950年
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魯迅は国内および国外の反動と帝国主義侵略に反抗する申国人民のた 、か
いの旗であつた。
『申国に一 と魯迅は書いている 資 本主義諸国の文 化といわれている
ものを私は見ない。私はた 団資本家やその手先たちが 化学的方法や電気の道具
を革命家たちの拷問に,飛 行機や爆弾を革命大衆の屠殺のために 使つているの
くの
を知つているだけだ。』
深 く独創的な作家の魯迅は,申 国人民なしに自分を考えなかったよ うに,
中 国以外の外国で自分を考えなかった。 それとともにソヴエ ト人民の文化が彼
に固有な,深 刻に民族的な創作に霊感をあたえた。
r魯迅の愛国主義は 一と凋雪峯が指摘している その根源が人民をよ
く知 り,人民に愛情をいだいていた ことにある。しか も,こ の深 くて限 りない
人民への愛情は,彼 の作品 をロシヤ文学のす ぐれた作品に 近似 させるもので,
ゆラ
彼 の作品ぜんぶにあ らわれている特徴である。1
自分の時代と自分の人民のために,魯 迅は,ゴ ー リキイの創作が 中国人民
の感情 と意識の表現であるとい う意味で,偉 大なゴーリキイの作品を訳した。
彼 の作品は新 らしい社会,新 らしい生活を建設し,新 らしい文化を創造するた
すけになったし,た すけになるであろ う。
「わた くしは固 く信 じている一一 と魯迅は書いた 将来は疑い もな く,
われわれが文学遺産を受けついだ者であるばか りでな く,新 らしい もの ＼基 を
　　　
さだめた もの,建 設 した もので あることを証 明す るであろ う。」
「東洋におけ るチ ニー ホフ」 とい う文 章で,郭 沫若 はチ ェーホ フと魯迅 の
リア リズ ムの特徴 の共通性 を述べ なが ら指摘 してい る。 『魯 迅の創作が チ ェー
ホ フの死後30年以上 も経 ってか ら行われた とい うことは,ソ ヴエ ト同盟におけ
る10.月革命 の勝利 と申国にお ける進歩勢力のtcかま りを 自分 の眼で見 ることを
彼 にゆ るした。 「200年」の距離 は不必要に思われた,明 るい展 望がずっ と早
く近づいた ……明 日が今 日に近づいた。 チ 呂ホフがみなに聞えるよ うに大 きな
(1)魯 迅,第6巻,26頁
(2)漏 雪峯,魯 迅 とロシヤ文学,「 人民 中国」,第9号,北 京,1950年,9頁
(3)魯 迅,第7巻,848頁
乱.,
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声でいえなかった ことを,魯 迅 とゴー リキイが言い あ らわした。」
ゴー リキイに とってそ うで あった よ うに,魯 迅 に とって文学 は社会機構 の
不正 と罪悪を容赦な く暴露す る活動舞台で あった。魯 迅はよびかけた 「……ふ
くヨノ
るい社会,ふ るい 勢力 と断乎 として ねば りつ よ くた 、か うこと …… 』,ま た
『…… 将来 の もので ある真の新 らしい もの と健 康な ものを正 当に 評価 す るこ
くの
と。」
魯迅は,ひ ろい人民大衆に簡単でわか りや すい芸術形象に 自分の思想を真
実 に肉づけて,こ れ らの大衆に搾取者 と奴隷化 してい る連中 への た ㌧かいをよ
びかけた。
ゴー リキイと同 じ く,魯 迅は彼 をと りまいてい る困難で複雑な 生活環 境に
ついて,彼 が途上でであった人び とについて語つてい る。 魯迅は ゴー リキ イの
よ うに,人 民 の 創 造 力 と能 力を信 じて,悪 の根源を勇気を もってあばいてい
る。その熱 烈なた ～かいを もって魯迅 は読者 の 愛 国主 義の感情を よびお こし,
真理 と公正 の勝利の避 くべか らざることを証明 してい る,こ の点 にす ぐれた ロ
シヤ ・ソヴエ ト作家たちの創作 との深 いむすびつ きが あ らわれてい る。
『魯迅,こ の偉大な作 家の作品 は一 と福雪峯は指摘 してい る … 魯 迅の し
同時代人に とって も,将 来 の世代に とって も,リ ア リズ ムの古典的模 範にな っ
た。 しか もちよ うど彼の リア リズ ムに,わ れ われは何 よ りも明 らかに,ソ ヴエ
いリ
ト同盟 と新 らしい申国文学のむす びつ きを見 る。』
「人民文豪魯 迅」 とい う本で,現 代の政論 家平心 は指摘 してい る,魯 迅 は
「中国の ゴー リキイ」 と名づけ られた,そ して これは彼の名前を最 もポピ 畠ラ
ーに した。f中 国には一 と平心 は述べてい る一 一た ゴー人魯 迅がいる,ソ ヴ
エ ト同盟 にアこゴー人 ゴー リキイがいるよ うに。 彼 ら二人は 世界 プ ロレタ リアー
トの文 化戦線の偉大な戦士で あ り,勤 労大衆の最 も親 しい友だ ちで ある。 彼 ら
二人は リア リズム文学の卓越 した巨匠で あ り,ふ るい社 会の非妥 協的反対 者で
(1)郭 沫着選集,国 立出版所,モ スクワ,ユ953年,343貞
(2)智 迅,第4巷,2」W貝
(3)智 迅,第3巷,⊥56貞
(4)誌 害牽,智 迅 とロシヤ文学,「 人民中国」,第9号,北 京,1950年,32頁
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あった。彼 ら二人は自国人民 の革命的文学運動の指導者であ り,彼 ら二人は自
く　ノ
国だ けでな く全 世界の ものであ る。』
魯迅はその全 作品を もって,そ の全活動を もって,封 建的および ブルヂ.
ア社 会へ の憎 しみ,人 間が憎 しみ あ う秩序へ の憤 り,中 国における朽 ちはて命
数がつ きたすべての ものを掃い出す新 らしい革命勢力への信頼を示 した。 これ
が彼 を偉大な ゴー リキイに近 づけ,二 人 の芸術家の親近性 を決定づけてい る。
魯迅 はゴー リキイのよ うに,読 者にたい し,た んに人間性だ けでな く,人 間に
よる生活の権利獲得 の不 可避性の意識を呼 びお こそ うと努力 した。
ゴー リキ イの言葉でい えば,あ らゆ る偉大な芸術家はその国 その階級の感
情を敏感に表 出し うる もので あ り,その耳,眼,心 臓 で ある。彼 はその時代 の声
で ある。魯迅 もまさにそのよ うな芸術家で あった。 『この 重 要 な 時 における
作家の任務は 一 一と魯 迅は語 つた一 一すべ ての有害な ものにす ぐさま反応 し,
あるいは これを反駁 し,感 覚の神経,攻 撃 と防禦 の機関にな らねばな らない こ
ゆ ノ
とに ある。』
魯迅が ど うして20世紀のは じめに 中国において 自己の解放のfcめに7csfl・
う人民 の文学 を宣伝 したか,ま た政治的圧 迫 と物質 的困窮に もか 、わ らず中国
にお けるソヴエ ト文学のたゆみない普及者 となったかは,こ れによってわかろ
う。
ソヴエ ト同盟 に学 ぶ ことをよびかけなか ら,魯 迅 は民族形式を もつ芸術 は
人民大衆 にわか りやす く,彼 らと緊密にむすびつ き,人 民の生活 を反映 し,人
犀を教育すべ きものであるとい うことか ら出発 した。わが国で,偉 大 な コー リ
キ イがな したの と同 じよ うに,魯 迅はその時代,自 国の人民のために仕事 をし
た。彼 の創作 は中国人民の感覚 と意識 の表現で あった。 彼 の作品 は新 らしい社
会,新 らしい生活をつ くり,新 らしい文化 を創造す る助 け となったし,ま た助
け とな るで あろ う。
(1)平 心,人 民文豪魯迅,「 新生活」出版,上 海,1947年,2頁
(げんざいは 「新文芸出版社」195b年,上海で新版が出ている)
(2)智 迅,第6巻,13・一一14頁
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5.魯 迅 の言語 と芸術的方法
魯迅は新 らしい申国の文学言語の基いを さだめた人である。 言語と文体の
方面で,魯 迅はまぎれ もない改革者であり革命家であった。 彼は言語を人民に
はわか らな く縁のとおい ものにして生 きた言葉の生気を うしなわせる孔教のい
ましめによる昔の交語を勇敢に断乎 としてやぶった。 魯迅は荷千年 ものあいだ
貴族の言葉で書かれた文言とい うもの 、ために,国 民の文学を用いる可能性を
うばわれていた人民に,親 し くわか りやすい 言語をつかったほんとうの人民文'
学を創造することを要求したp
「われわれまで伝つて きた昔の申国文学はすべて,何 人かの聖賢の後継者
たちが自分 自身のために書いた思想 と規律を含んでいる。 人民はど うかとい う
と,ち ようど大 きな石にお さえつけられた草みたいに∫4千 年のあいだ 衰え凋
(1)
んで沈黙して きた……』
新 らしい言葉をいためつけ,そ の層か ら人民の言葉を掃 き出そ うとするス
コラ的規範を もつふるい ドグマ的形式(「 八股」など)を うちこわ して,魯 迅
は少 くとも文学言語をで きるだけ人民の言葉に近づけようとして,新 らしい も
の ＼創造のために勇敢にた ㌧かった。 新 らしい言葉 と丈体の方法によって新 ら
しい内容をつたえることは,魯 迅の大 きな任務であった,こ のおかげで中国の
作家たちの文学創作は高い段階へ とたかめ られたのである。
生 きている人民の言葉に基いた新 らしい文学言語の創造において,魯 迅の
貢献は過重評価することがむずかしい。魯迅は,封 建的貴族がその芸術を尊び
庶民の習慣 と観点 とはちがったまた 支配階級が庶民の本分 と権利と異 る特権 と
しての自己の習慣 と観点をつ くって,意 識的に申国文学の宝を人民にあたえな
かったことを強調した。
「庶民」の言葉で文学作品 や評論を書 くことはこの貴族の 伸間ではきわめて
無教養で卑俗な ものとみなされていた。魯迅の功績は,ひ じように複雑な文学
の文言とい う昔のスコラ的で死んだ文学言語に反対 してたちあがった人びとの
(1)魯 迅 選 集,国 立 出版 所,モ ス ク ワ,1945年,3--4頁
ノ
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うち最初の人で あったとい うことにある。
『中国 といえ ど も一 一魯迅 は指摘 している一 それ 自身 の文学が ある,し
か しそれ は人民か らはなれ てい る。 これ は昔の文献を理 解す るために困難で あ
る,そ れ はた 団昔の思想に注釈 してい るにすぎない,そ の声 は過去 の ものであ
る一 そのすべては意義を うしな っているとい うことで ある。 したが って,わ
ロ 　
れわれは互いに理解しあえず,一 盤散沙と全 く同じである。』
ふるい言語の形式は申国文学の新 らしい 内容には もうそ ぐわな くなってし
まった。過度に複雑で誇張 され儀式的な見せび らかしと偽隔が,具 体的内容を
うばわれた概念の類似だけを言葉にのこした。 このふるぼけた形式のために,
20世紀には すでにみ すぼ らしい 多 くは孔教の ドグマの思想が消えてな くなっ
た。 『もし作品がわれわれの時代に最小の関係 ももたないとしたな らば,わ れ
われは作品をつ くれ るだろうか?一 と魯迅は問いをだしている。 成功 した作
品でさえ唐宋時代の声として,韓 愈,蘇 転の声としてのこっているのであって
われわれの時代の声ではない。 そしてすべての申国人が今 日にいたるまで,そ
くの
のふるい文字の綱渡 りにしがみついている。」
ブルヂ.ア ・インテリの反動的分子は,も はや封建的 ・地主の上流階級に
ついては語 らずに,観 念論 と神秘を尊びなが ら1下等な大衆の言葉」か ら自分
をまもった。
崔秋白は書いた 「封建主義の残 りが申国人の生 きた話 し言葉をかた くしば
りつけている。死んだ ものがあいかわ らず生 きているものに権威をた もってい
る。新 らしい言葉,新 らしい文学,新 らしい文章を求 める戦いと,申 国社会に
形成 されている新 らしい関係,新 らしい現象,新 らしい もの,新 らしい世界観
を表現できる言いまわし,こ れがそれぞれの中国の文化人の最 も重要な任務で
ゆ
あ る 。 』
か くて 魯 迅 は 昔 の 書 物 の 言 葉 の 舞 台 に,民 主 的 な ほ ん と の 人 民 の 言 葉 を も
(1)魯 迅,第4巻,23頁
(2)魯 迅,第4巻,23頁
(3)盟 秋 白,即 興詩 その他,「 東 北書 店」 出版,1946年
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ってあらわれた。 魯迅は文学創作の扉をその時代の生 きている言蘂の前に,つ
ま り人民の豊かで明るい話し言葉の前に広 くあけひろげた最初の人びとの うち
の一人である。彼は文学言語の更新のために倦 まず努 力した。 『文学を物好 き
のな ぐさみにしてはいけない一 と魯迅は教えた 一現代の文学言語で誰に も
ほ ラ
わか るよ うに平易に書 かねばな らない。』
魯迅の言語 の力はその人民性,き りはな しがたい生活 との むすびつ き,現
代性に ある。彼の言語 のひ 団き,色 彩 と語彙は有機的に生 きてい る言葉 とむす
びついてい る。 「復活 したいな らば一一 と魯迅 は確信を もってい ってい る一 一●
若い世代は何 よ りもまず孔子,孟 子,韓 愈,柳 宋元その他の くりかえ しを やめ
ねばな らない。われわれ は他の時代,他 の環境に生 きてい るのだ・…・・われわれ
は 自分た ちの現代 の生 きてい ることばを話 し,われわれ の思想,感 情 をはっ き り
での
と平易に表現せねばな らない ……』,そ して さ らに,「真実の声のみ が中国人民
と全世界の人 びとの心 を うごかす ことがで きる,真 実の言葉 に よってのみ 世界
　ガ
のすべての人民とともに生 きることがで きる』
新 しい人民の言葉を もとめた魯迅はその鋭い誠刺のたすけで戦つた。
たとえば 「故事新編」のなかの 「出関」にはこのような鋭い調刺がしめさ
ほ ラ
れてい る。
魯迅は彼 の もち もので ある瓢刺に よって絶元1世 紀に生 きていた老子,孔
子,荘 子の言葉 をい まにいたるまですて ることがで きなかった 人び とを嘲 笑 し
て い る。
魯 迅は高い教養を身につけた人や,時 には専門の文献学者にさえ 詳しい注
釈なしにはわか らない昔の哲学論文 「道徳経」か らの言葉に注意をむけた。「生
活に現実化 され る道は不朽の道ではない,ち ようど道 じしんに表わされる言葉
が不朽の言葉でないように。 。1或いは 「永遠に何の欲 もなしに最 も聖賢な もの
(1)魯 迅,第4巻,25頁
(2)同 上27頁
(3)同 上28頁
(4)同 上,第2巻,449頁
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を悟 ることがで き,あ るいは絶 えず 求 めなが ら道 の精神を 認 める ことが で き
ぐの
る。」
「出関」で魯迅は死んだ 言葉に頑固にしがみついているあ らゆるものへの
鋭い瓢刺文を創造す ることに成功 した。魯迅にょると中国古代か らの 「徳行」
は,幾 世紀に もわたる封建的圧迫を解放 されない 人民の身につけさせるよ うな
ものとして表わされている。 「出関1で の魯迅の言語はと くに尖鋭,深 み,す
るどい アイロニイ,特 徴づけの独創性とおどろ くべ き精巧 さによって区別 され
ている。しかし,魯 迅の豊かで複雑な言語遺産が言語の簡素 さと人民性をまも
ることに帰するとい うことは正 しくなかったか もしれない。 ふるい申国の文学
と言語を完全にわが ものとして,彼 は諺 やお伽話の言語だけでな く高い複雑な
思想の言語 も使 うことがで きた。
文学における新 らしい生 きている言葉を是認はしたが,魯 迅は申国の民族
言語を破壊はしなかった,彼 は貴族によって意識的に支持された古 くさい美辞
麗句や古風な表現をのぞいただけで,生 きてい る人民の言葉 と同じく昔の文学
言語 も充分にと りいれたのであった。生 きている人民の俗語 や夫衆語です ら,
魯迅の物語や対話にはとくに明 らかに自由にあ らわれた。 こ㌧で,登 場人物が
昔の生活環境の もとで描かれたばあいで も,話 相手との表現 や形式は伝統的な
もったいぶった礼儀作法の規範か ら自由とな り,固 苦し くない ものになった。
魯迅は昔の文学言語,古 典作品か らとり入れて話言葉の範囲を拡げた,そ れ ら
すべては,言 語に鋭 さと清新,表 現力をあたえた現代の人民一般の標準 と特別
の努力なしに一致する人民的性格の明確な痕跡をとぼめている。
人民のお伽話に関す る魯迅の労作は,人 民の文体の素朴 さの複製の彼の手
法及 び文学的な書物の創作と耳で聞いてわか る創作との 綜合の方法を明確に反
映 している。
紋切型に反対 し,冗談をやめる党の活動をよびかけ,レ ーニンがしたよう
に高慢にな らず自慢せずに,毛 沢東は 「北斗」雑誌社ぺの魯迅の答え,'いかに
交学作品をつ くらねばな らないかを手本として引用した。
〈1)魯 迅全 集,第2巻,569頁
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「こ ～には 「それぞれの現 象を究 めること」 が語 られてい る,た んにあみ
一 つの現 象あ るいはその半分だ けではない。 こ ＼で語 られてい るの は 「多 く観
察す ること」であ り,一 眼 みた り半 ば眼 をひ らいて見 ることで はない ……魯迅
は 「少 くと も2回 読 む こと」を忠 告 してい る。 ところで,多 くは?こ れについ
て彼は何 もいわなかった,わ た くしは重要な文章 は10回以上読 んで もか まわな
(1)
い,ま じめに添削してか ら発表すべ きだと思 う……』
魯迅には生 き生 きと眼に見えるような思考 と文字の創造的な方法,生 活描
写の手法がある,そ のなかで彼は罪悪,欠 陥,世 俗的不正をはっ きりと見てい
る。魯迅の注意は生活の暗い面にひ きつけられた。 彼はそれを自己流に,考 え
ぶか く真実で勇敢な文学者の方法で,描 写 しようと努めた。彼はつかい古 した
役にた ～ない方法をとらず,自 分独特の形式を見つけだ した,そ れはお伽話(
歴史小説)と 短評である。彼はしばしば文学の筆を評論め筆にと りかえた。
魯迅はその評論で,虚 偽で卑屈で臆病な文学にた 、かいを宣 した。
魯迅に文学的名声 とひろい人気をえさせた小説 と散文詩の成功は,彼 がえ
らばれた鑑賞家や洗練された美学者のために書いたのではな く,平 凡な読者の
ため広汎な聴衆のために書いた ことによって説明される。 魯迅は決 して言葉の
綱渡 りをしなかった,彼 は言葉のためにはいつで もすべてを投 げ出すような人
びとの範疇には属していなかった,彼 はまた,言 葉の交錯を決 して見ず考え出
された短い言葉 に小躍 りして喜べ るあま りに も 「繊細な」形式の 狂信者に も似
ていなかった。彼の創作にはある作家たちが見な らった サロン的美しさはまっ
た くなかったし,見 当ることはなかったか もしれない。 厳密で入念に仕上げ ら
れた言語が魯迅を他の多 くの同時代人 とはっき り区別している。
魯迅の作品,た とえば 「狂人 日記」,「孔乙己」,「薬」,「明日」,「風波」,
「故郷」,「阿Q正 伝」,「端午節」を読むと,言語の極度の簡潔 と素朴 さや二 三
筆で環境を特徴づけ,主 人公の主な特徴をえが くことが うまいのに気がつ く。
叙述,特 徴づけ,形 象か ら有機的で独創的な全体を創造す る文学的任務,深 刻
(1)毛 沢東選集,党 八股 に反対す る,モ ス クワ,1953年,第4巻,ll3-ll4頁
(申文,毛 沢東 選集,第3巻,864-865頁)
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な思想内容を もつて新 らしい現代の文体脅みたす こと,表 現力 と同時に民族的
な申国的性格をそれにあたえること,こ れ らの任務を魯迅は作品において輝 や
かし くなしとげた。魯迅の文学作品の最 も重要な特徴は,彼 が小 さい 日常習慣
化 したこと,些 細な描写か ら,き わめて自然に高度の思想的な一般的結論に移
つてゆ くことにある。その例になるのは 「故郷」である。こsで,魯 迅は23年
前に去つた故郷に帰つた人間の思想 と感情を読者 とともに分ち合つてい る。 陰
欝でみすぼ らしい田舎の風景画が遠い子供の時代の思い出によって とって代 ら
れる。 魯迅はその特有の習慣 と儀式か ら村の生活状態を生 き生 きと描い てい
る。彼はむかしの家に新たに戻つて きたようだ。 彼の子供のときの素朴に思わ
れる友だちの閏士についての小説で,読 者は思わず生 きているものと怜倒な農
民の子閏土への同情の念にみたされる。 彼は海辺に育ち僻遠の町へたった一回
行つアこことがあるだけである,後 に大人になってか らの閏土には憐欄の思いで
いっぱいになる。彼は辛い労働にいためつけ られ疲れ果て 、,ゴ ツゴツした手
は裂 目だ らけで樹の皮のようであ り,脹れ上つた真赤な眼をしている。
しかし作者はふた 、び自分の家を見捨てる。 故郷の風景は見知 らぬパノラ
マにとってかわ られている。故郷へ帰 るとい う願いをためしてはみて も,い ま
や彼には新 らしい生活への夢が波立つ,そ れは閏土の生活のよ うにおそろしい
ものでな く,魯 迅の身に長い ことふ りか ＼った全 く絶えまない貧困 と不幸で も
な く,そ の他すべての人びとの生活の不倖せで希望のない ものでもない……彼
は中国人民が これ までにまだ一度 も知つたことのないスバラシイ 自由な生活を
夢みている。
rわた くしは信 じている一 と魯迅はこの小説で 未来の世代について書い
てい る一一 高い壁が彼 らを隔てないで ・…・わた くしみたいに苦痛の放浪生活を
せず,閏 土のように痛 ましいほど愚鈍な生活 もつ 冒けない ことを…… 彼 らはわ
た くしたちの知 らない新 らしい生活をしなければな らない……』
これは申国農民の痛まし く不幸な生活の小説であ り,注 意ぶか く考えなが
ら読 まねばな らない小説である。これは人民の深刻な苦悩と隠 された力がある。
たとえいまだに奴隷化 され,く び きをつけ られているとはいえ,こ の不正をお
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もむうに 自覚 しは じめ,何 世紀に もわ たる圧迫か ら解放 され るために立 ち上が
ろ うとしてい る。
ロ 　
「薬」には革命家を息子に もつ母の苦悩が描かれ てい る,彼 は専制者 の残
酷な暗黒勢力に反抗 して銃殺 され た,彼 の熱い血 は死刑執 行人に よって 『肺病
をなおす はた しかに効 目が ある」 もの として恥知 らずに も売 られ る。
『サア1銭 を出して受け とれ1一 黒 装束 の男が老栓 の前に立 つて,鋭 い
刀の よ うな眼で彼 を刺 しとおす よ うに見た。老栓 は縮 みあが った。 この男 は彼
の方へ大 きな手をのばし,片 手に は何 か赤紫色 の ものがポ タポタ滴 る真紅 の饅
頭を もっていアこ……
一一 これが 一 た しかに よ くきく薬 なのだ1真 正真銘だ ぞ。 人間の血 の饅
頭 は肺病 に よ く効 くんだか らな。 」
魯迅に とって特 徴的な のは,小 さい時 として意味のない よ うに思われ るも
のに半封建半殖民地社会の恐 ろしい現実 に絶 え 間な くお きてい る重大 な意 味深
い ことを あば きだず ことが巧 みな ことである。 「小 さい出来事」 とい う短 篇に
は人力車夫 の気高い行いが描かれてい る,周 知の よ うに彼 らは中国の古い社会
階層の最下級 にある。 これ は1917年の冬だ った,『 強 い北風 が …… 街路の塵を
すっか り吹 き払つた』と きの ことであ る。人力車を やとった イ ンテ リには思い も
か けず車夫が偶然にお婆 さんを ころば した と き車夫は責任 のがれを しなっかた
ばか りでな く,その倒れ たお婆 さんにたい して感銘的なまでの心づかいをす る。
車 夫 の 行 い は作者に驚 くべ き感 じを体験 させ る。 街路の埃 をかぶ った車夫 の
姿は彼 の眼には大 きくうつ 、た,そ して離れてゆ くにつれてその姿 はます ます
大 きくなっていった。 「しか も彼 を見 るために頭 を 高 くあげなけれ ばな らな く
なった。車 夫か らで る何 かわか らない力 がわた くしにの しか 、り 自分のなかに
深 く隠 され てい るチ ッボケな人間 」をおいだす よ うな心 もち さえ した。』 この
「小 さい出来事 」の思い出は作者の意識 にの こ り,彼の中 に生 き彼 を苛 め,拭い
さ りがたい痕跡 として小説 になっアこので ある。 『この小 さい出来事は一一 と作
者は しめ く㌧ってい る一一いつ もわた くしの眼底 にあって,わ た くしを恥 じい
(ユ)魯 迅 選集,国 立 出版 所,モ ス ク ワ,1954年,第1巻,81頁
'
ソ 連 人 の 魯 迅 論(131)
ロ 　
らせわた くレの向上心 を うながす。 それ はわた くしの勇気 と希望をつ よめる。』
魯迅 の創作方 法に とって特 徴的なのは情勢 あ るいは人物の 典型的特徴,特
異性,特 質 を,少 い簡単な筆 で表 現す るのに巧 みな ことで ある。 た とえば,短
篇 の 「孔乙己 」の主 人公の性格描写が そ うであ る。
孔 乙己は居酒屋の勘定台の前 に坐つて酒を飲 む唯一 人の常連だった。 彼 は
とて も背がたか く,顔 は蒼 白 く,み ～ずばれ と爪 あとだ らけの籔 の よった額,
きたな らしい白毛の あごひげをのば していた。彼 の着 てい る 上衣 は汚 な くボ ロ
ボ ロで,十 年以上 も洗 い も繕い もしないみたいだった。
これは,容 量 の大 きい透明な言葉に,感 情,思 想,形 象 を具体化す ること
ので きた作 家の散文,人 間 と物 にたいす る正 し く深い心理 洞察 ど誤 りのない観
察 を もつ リア リス トの散文で ある。
この短 篇には,誰 し も苦 しい人生の きびし くしか もいつ もかわ らない 真実
をひ らきみ る。 この作品の主人公 とと もに,作 者 とと もに,読 者 の心 には憤 り
と憎 しみ の思いが滲み とお る。 これ によって,魯 迅の作品が広 く普及 してい る
こと,ま た人民 の感情 とねがい と有機的にむす びついてい る 文 学作品 の根を容
易 に理解す ることが で きる。
「わ た くしはで きるだ け饒舌 を さけよ うとした 一 と魯迅 は書 いた一 一第
二次 の従的 な要因 はほ とん ど詳 し く述べ ないで,自 分の思想を他人 に充労完全
に伝え られ るだけに とズめた・・…・わた くしは 自分 の目的のために背景はい らな
い と信 じてい る,そ れゆえ,風 景の美 しさを描かない し,対 話 を多 くしなかっ
た。』
シ ンタ 。クスの論理的明確性を魯迅 は形式をつ よめる ことでな く,思 想の
論理過程 を浮彫 に表現す る簡潔な言い まわ しを集 めることで達成 してい る。
『もし読みず らい と思つ たな ら一一 と魯迅 はつ 団けて語つてい る一 一 読 み
やす くな るまで改 め る…… 自分だ けしかわか らない あるいは 自分に もわか らな
い よ うな考 えだ した言葉を好 まない……省略で きることは省 略す る。 書 けない
と きにはむ りを して書かない……』
文学言語 と話言葉を 近づ け るとい う魯迅の意 向は,彼 の ことばのシ ンタ 塑
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クス構造の特殊性,文 章の簡潔 さにしばしば表わされている。 彼の文章はふつ
う簡潔で厳密に組織 されている。 独特の結合にょるシンタ ックスの圧縮 された
原則,簡 潔で同時に文章の完全な思想 と表現力の結合が,魯 迅の言語に特別な
尖鋭,浮 彫,煉 磨をあたえている。
魯迅はその異常な手腕を もって話言葉を文学言語に有機的 にむすびつけて
いる。形象の深刻な現実性,思 想 と感情を伝える真実性,彼 の作品すべてをつ
らぬいている民族的独 自性 は古い文学言語の基礎の上につ くられアこものである
がそれで も何か新 らしい ものである。
魯迅の活動は旺盛で多方面であった。 りっぱな文学作品が彼によって創 ら
れたし,申 国文学,芸 術史の分野での厳正な科学的研究,鋭 い暴露的な政論は
彼に属する。彼は世界文学まず第一にロシヤ ・ソヴエ ト作家の作品のよい手本
の編集者,翻 訳者および普及者 としてあらわれた。
自由を愛好す る申国人民はソヴエ ト人民と牢固 とした同盟 と友好,人 民民
主主義諸国との相互友情のうちに,い まや新 らしい社会主義国家を建設してい
る。そこでは人民が自分の主人公 とな り,すべてが人民の利益に従属している。
もはや申国には黒い影一 一死刑執行人の康大叔 もいなければ,ま た敗惨者の孔
乙巳を生みだす条件がな くなった。
暗黒の反動が中国で猛 り狂つた1932年に魯迅のいった予言的な言葉,rこ
ぐハ
＼になかった ものが,将 来はわれわれの ものになるであろ う1』 は現実のもの
となった。
幾世紀に もわたって奴隷性が深 く根をおろしているすべての ものか ら自由
な人間の積極的な形象を創造す ることが,先 進的 リア リズム芸術の任務 として
あらわれる。
現代中国社会の真実があらわ されている魯迅の作品 と政論には,き わめて
乏しく控え目にその風格がえがかれていることがたびたびの ことだ とはいえ,
積極的主人公の形象や高い道徳的原則と行いをもつ人びとが創造 されている。
魯迅の積極的主人公の特徴は,一 定の道徳的資質を もち来つた ものとしてだけ
(1)魯迅,書 簡集,「 魯迅全 集 出版社 」出版,1946年,192頁
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でな く,自己の確信 と革命的理想のためにた ～か う積極的戦士 として,そ の作
品申にあらわれている。
魯迅は人びとがr敢 えて言い,敢 えて笑い,敢えて泣 き,敢えて罵 り憤 り∫
この呪 うべ きところか らこの呪 うべ き時代を追い払 う』 ために倦むことな くた
sかいつ9け た。
新 らしい積極的主人公の形象は,と くに,「 薬」 のなかの青年喩児 とい う
人物にあらわ されている。監獄での拷問 と苛責にもか ＼わ らず,若 い革命家喩
児は銃殺されるまで自分の信念と勇気を もちつS'け,彼の祖国一 中国'は
人民の ものでなければな らないとい う言葉 とともに死ぬ。 看守 と死刑執行人と
のはげしいた ㌧かいの鮮明な例は不法と専政 とた ～か う中国の青年を鼓舞激励
した。
魯迅晩年の作品で,と くに彼が申国共産党の活動 とすでに密接にむすびつ
いていた時期の政論では,そ の革命的発展における現実をみる才能があらわれ
ている。これとむすびついて,1953年10月の第2回 文学芸術工作者 全国大会で
の周揚の有名な文学批評,1919年の 「5・4」運動か らはじまって中国文学は社
会主義 リアリズムの方向に発展したとい う顕著な事実の指摘を思いおこす必要
がある。中国の優秀な作家や詩人が左翼作家連盟のまわ りに団結 した30年代の
はじめに,魯 迅は,と 周揚は さらにつS"けてr社 会主義 リア リズムの偉大な宣
伝普欝 醗 鵜 黙 羅 二熱
なた_と 呼びかし,
彼 らの思想 と良心 を奮いた ～せ醒 めさせた。 彼 の作品 には大 きな真理,革 命作
家 ヒュー マニス トの真理 が伝 え られ てい る,彼 のす ぐれた 手腕 はあ らゆ る労働
す る人び とがた ～かってい る偉 大な事業への信念をかた くした。
魯 迅はつねにバ リケー ドの一方 の側にたっていた。 彼 は自分 の創作 のすべ
てを申 国人民の偉大な解放 事業 に さ ㌧げて作家たちの先頭に立つ た。 彼は プロ
レタ リヤ文学の成功を完全に信 じていた。
rプロレタ リヤ文学 は さらに成 長してゆ くであろ う,な ぜな ら,そ れは広
汎 な勤労大衆の ものだか らであ る。 そして彼 らが存 在す るかぎ り彼 らが鍛 え ら
■
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れ勇気を出すかぎ り,革命的プロレタリヤ文学 も成長するであろ う。』
魯迅の作品には中国人民の高度の思想憐を もつ 芸術のためにた ＼か う偉大
.な革命家,英 雄的戦士の熱烈な声がひ ゴいている。
魯迅は離しがたい絆を もって 自由人民の革命 闘争とむす びつけ られてい
た。それゆえ,「 彼の創作には申国人民の偉大な理想が反映されている,申 国
文化の最 も偉大で最 も素晴 らしい特徴の一つである人民性が肉化 されている。
マルクス ・レーニン主義の光で照 らされた彼の思想は,全 く高め られた もので
あ り,光 り輝 く素晴 らしい ものであった。それ らは申国人民の智慧,民 族性格
のす ぐれた特徴,中 国人民の革命闘争が具体化 されている申国文化の優秀な特
質が反映 されている。まさにこのために,彼 の作品は申国人民の生活の理想を
くヨナ
反映している標準的作品である。』
われわれ,偉 大な魯迅の同時代人は,か ぎ りない感謝のお もいを もって,
傑出した革命作家の生涯と活動に眼をむけ,彼 についての輝かしい追憶を心に
と 寵め,魯 迅の創作を中国人民の素晴 らしい遺産としてみよう。
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